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項　 　 目 特　 　 記　 　 事　 　 項

新座市消防団第二分団車庫建替工事

建築工事特 記仕様書１

㎡

㎡

※工事範囲全て２ 　 仮設工事

３ 　 土工事

４ 　 地業工事

５ 　 鉄筋工事

７ 　 鉄骨工事

９ 　 防水工事

１ １ 　 タ イ ル工事

１ ２ 　 木工事

１ ３ 　 屋根及びと い工事

１ ４ 　 金属工事

１ ５ 　 左官工事

１ ６ 　 建具工事

１ ７ 　 カ ーテン ウ ォ ール工事

１ ８ 　 塗装工事

１ ９ 　 内装工事

　 　 　 　 　 　 　 　２ １ 排水工事

２ ２ 　 舗装工事

２ ３ 　 植栽及び屋上緑化工事

※「 ３ ． 工事種目」 全てを 工事範囲と する 。

・ 「 ３ ． 工事種目」 のう ち 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の工事範囲は下記表のと おり と する 。
　 　 た だし 、 他の工事種目は全て今回工事範囲と する 。

８ 　 ｺﾝｸﾘ ﾄーﾌ゙ ﾛｯｸ・ Ａ Ｌ Ｃ ﾊ゚ ﾈﾙ
　 　 ・ 押出成形セメ ン ト 板工事

２ ０ 　 ユニッ ト 及びその他の工事

建築面積

（ １ ） 質問回答書、 本特記仕様書及び図面に記載さ れていない事項は、 すべて「 埼玉県建築工事特別共通仕様書」

※埼玉県建築工事実務要覧に記載の要領等
※建築工事監理指針（ 国土交通省監修） （ 参考図書）

１  適用基準等

ブロ ッ ク の種類

 ・ 無　 ・ 有

備考
によ る 区分
断面形状及び圧縮強さ

（ mm）
正味厚さ

長さ 高さ
 ・ 無　 ・ 有

ﾓｼ゙ ｭ ﾙー呼び寸法( mm)

※空洞ブロ ッ ク C( 16)

化粧の有無 適用箇所

・

　 各部の配筋　 ※図示　 　 ・ 　

１  補強コ ン ク リ ート
　  ブロ ッ ク 造

18 中間検査

19 完成図等

測定時期　 　 ※工事完了後
報告書　 　 　 ※２ 部　 　 ・ 　

測定対象室　 ※監督員の指定する 室　 　 ・ 図示

中間検査成績評定　 ※対象外　 ・ 対象（ 埼玉県建築工事成績評定要領第２ ）

( 1. 6. 2) { 1. 5. 1}

( 1. 7. 1～3) { 1. 6. 1～3}

　 　 　 ・ 設置し ない（ 下記備品のみ用意する ）

　 ・ 冷暖房機器　 ・ 消火器　 ・ 湯沸器　 ・ 茶器　 ・ 掃除用具　 ・ 電話機
　 ・ Ｆ Ａ Ｘ 　 ・ 電子メ ール通信機器　 ・ ス キ ャ ナー　 ・ プリ ン タ ー　

２  監督員事務所

３  現場表示板

４  工事用水

５  工事用電力

６  工事用搬入路

７  仮囲い

構内既存の施設　 ※利用でき な い　 ・ 利用でき る （ ※有償　 ・ 無償）

構内既存の施設　 ※利用でき な い　 ・ 利用でき る （ 別途施設調整を 行う こ と ）

※図示　 ・ 　

必要に応じ 搬入路付近に交通誘導員を 配置する 。
配置箇所　 ※監督員の指示によ る 　 ・ 図示

仕様 　 ※図示　 　 ・  

８  交通誘導員

９  快適ト イ レ

※設置する （ { 1. 1. 12} によ る 表示　 ※要 ・ 不要）  ・ 設置し ない

※設置位置等は監督員の指示によ る 　 ・ 図示　

( 2. 3. 1)

埋戻し 及び盛土の種別
・ Ａ 種　 適用場所（ 　 　 　 　 ）

・ Ｄ 種　 適用場所（ 　 　 　 　 ）
　 品質　 細粒分（ 75μm以下） の含有率（ 重量百分率） の上限を 50％未満と する 。

・ 六価ク ロ ム 溶出試験　 　 ・ 行う 　 　 　 ・ 行わない

１  埋戻し 及び盛土

２  建設発生土の処理

( 3. 2. 3)

( 3. 2. 5)

( 2. 3. 1) { 1. 1. 12}

　 ・ 机　 ・ 椅子　 ・ 書棚　 ・ 黒板　 ・ 掛時計　 ・ 寒暖計　 ・ 長靴　 ・ 雨合羽
　 ・ 保護帽　 ・ 懐中電灯　 ・ 墜落制止用器具　 ・ 軍手　 ・ 衣類ロ ッ カ ー　

　 ①検体の採取方法　 　 ※吸引方式( ア ク ティ ブ法) 又は拡散方式( パッ シブ法)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 吸引方式( ア ク ティ ブ法) 　 ・ 拡散方式( パッ シブ法)
　 ②ア ク ティ ブ法
　 　 　 ホルム ア ルデヒ ド は、 ジ ニト ロ フ ェ ニルヒ ド ラ ジン 誘導体固相吸着／溶媒抽出

　 　 　 ト ルエン 、 キ シレ ン 、 エチルベン ゼン 、 ス チレ ン 及びパラ ジク ロ ロ ベン ゼン は、
　 　 法によ っ て採取し 、 高速液体ク ロ マト グ ラ フ 法（ 以下Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ ） によ り 行う 。

　 　 固相吸着／溶媒抽出法、 固相吸着／加熱脱着法、 容器採取法のいずれかを 用いて
　 　 採取し 、 ガス ク ロ マト グラ フ ／質量分析法（ 以下Ｇ Ｃ ／ＭＳ ） によ り 行う 。
　 ③パッ シブ法
　 　 　 ホルム ア ルデヒ ド は、 パッ シブ採取機器によ り 採取し 、 Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ 又はガス ク ロ
　 　 マト グ ラ フ 法（ 以下Ｇ Ｃ ） ある いはＡ Ｈ ＭＴ －吸光光度法のう ち 採取機器に適応
　 　 し た分析法によ る 。
　 　 　 ト ルエン 、 キ シレ ン 、 エチルベン ゼン 、 ス チレ ン 及びパラ ジク ロ ロ ベン ゼン は、

　 　 分析法によ る 。
　 　 パッ シブ採取機器によ り 採取し Ｇ Ｃ ま たはＧ Ｃ ／ＭＳ のう ち採取機器に適応し た

17 化学物質の濃度測定

備考対象化学物質 判定基準

240μｇ ／ｍ ３ （ 0. 04ppm） 以下
220μｇ ／ｍ ３ （ 0. 05ppm） 以下
3, 800μｇ ／ｍ ３ （ 0. 88ppm） 以下

260μｇ ／ｍ ３ （ 0. 07ppm） 以下
100μｇ ／ｍ ３ （ 0. 08ppm） 以下

パラ ジク ロ ロ ベン ゼン
ス チレ ン
エチルベンゼン
キシレ ン
ト ルエン
ホルム ア ルデヒ ト

換算は２ ５ ℃
値， 量単位の
が定める 指針
※厚生労働省

200μｇ ／ｍ ３ （ 0. 05ppm） 以下

( 1. 5. 9)

測定方法
　 採取及び分析は、 法令に基づき 空気中の物質の濃度に係る 証明を 行う 者が行う 。

６ 　 コ ン ク リ ート 工事

１ ０ 　 石工事

契約工期

主任技術者又は監理技術者の専任を 要し ない期間 現場施工に着手する ま で

現場施工に着手する ま で

現場施工期間

共通仮設費率の算定に用いる 工期

現場代理人の現場への常駐を 要し ない期間

た だし 、 仮設工事等は施設と の協議によ る

　 ２ ） 特記事項は、 ・ 印の付いたも のを 適用する 。 ・ 印の付かない場合は、 ※印の付いたも のを 適用する 。

（ ２ ） 標準仕様書で「 特記がな ければ、 」 以下に具体的な材料・ 工法・ 検査方法等を 明示し ている 場合において、
　 　 それら が関係法令等（ 条例を 含む） と 異なる 場合には、 具体的な 対応策について監督員と 協議する こ と 。
（ ３ ） 特記仕様書の表記
　 １ ） 項目は、 番号に○印の付いたも のを 適用する 。

　 　 ・ 印と  ※ 印の付いた場合は、 共に適用する 。 ・  印と  ※の場合は、 ・ のみを 適用する 。
　 ３ ） 特記事項に記載の｛ 　 ． 　 ． ｝ 内の表示番号は、 「 埼玉県建築工事特別共通仕様書」 の当該項目、 当該図表を 示す。
　 ４ ） 特記事項に記載の（ 　 ． 　 ． ） 内の表示番号は、 標準仕様書の当該項目、 当該図表を 示す。
　 ５ ） 製造所名は、 五十音順と し 「 株式会社」 等の記載は省略する 。 ま た（ 　 ） 内は製品名を 示す。

　 　 なお、  Ｇ  印は設計図書で定めのあ る 品目を 示す。
　 ７ ） 注は標準仕様書記載事項で、 注意すべき も のを 示す。

　 　 なお、 新たな 版が出版さ れ、 当該基準によ り がた い場合は、 監督員と 協議し 、 適用する 基準等を 決定する 。
　 　 「 標準仕様書」 と いう 。 ） によ る 。

　 　 「 埼玉県グ リ ーン 調達・ 環境配慮契約推進方針（ 最新版） 」 によ る 特定調達品目のう ち、 「 判断の基準」
　 　 を 満たす環境物品等（ 以下「 特定調達物品等」 と いう ） を 選択する よ う 努める も のと する 。

・ UCRの受け 入れに 必要な 土質調査を 実施する 。 ま た 、 こ の調査に よ る 資料は他工区の 工事
　 へも 利用する 。

・ 構内指示の 場所に た い積　 ・ 構内指示の場所に 敷き 均し

特記仕様書（ 構造関係） によ る

３  山留めの撤去 ( 3. 3. 3)

なお、 新たな版が出版さ れ、 当該基準によ り がたい場合は、 監督員と 協議し 、
適用する 基準等を 決定する 。

２  条件明示事項 { 1. 1. 3}

※行う （ 請負代金額500万円以上， 10日以内に登録） 　 ・ 行わな い ( 1. 1. 4) { 1. 1. 8}

　 　 　 　 　 　 ・ 　

保険の種類

　 ※建設工事保険等 ( 工事目的物及び工事材料等を 対象と する も の)

保険の期間 ※工事完成期日後１ ４ 日を 含む期間　 　 ・ 　

　 ※法定外の労災保険 ( 工事に従事する 者( 全ての下請負人を含む) の業務上の負傷等を対象と する も の)

　 ※請負業者賠償責任保険等　 　 ・ 　

完成図等の種類及び記入内容
 完成( 竣工) 図（ ※監督員が指定し た設計図面に完成時の状態を 表現し たも の）

　  帳壁及び塀
２  コ ン ク リ ート ブロ ッ ク ブロ ッ ク の種類 ( 8. 3. 2～7)

・ 無 ・ 有
・ 無 ・ 有

断面形状及び圧縮強さ
によ る 区分 （ mm）

正味厚さ
長さ 高さ

ﾓｼ゙ ｭ ﾙー呼び寸法( mm)

・ 型枠状ブロ ッ ク  20
・ 空洞ブロ ッ ク C( 16)

の 適用箇所
( 表8. 3. 1) 以外

化粧の有無 備考

　 壁鉄筋の継手、 定着及び末端部の折り 曲げ形状　 ※図示　 ・ 　
　 各部の配筋　 ※図示　 　 ・ 　
　 充填する ブロ ッ ク の範囲　 ・ 図示　 ・ 　

３  Ａ Ｌ Ｃ パネル

　 パネル短辺小口相互の接合部、 外壁、 間仕切壁パネルの出隅及び入隅パネル接合部、

　 外壁、 間仕切壁パネルの伸縮目地への耐火目地材の充填　 ・ 適用する 　 ・ 適用し な い

　  （ Ｅ Ｃ Ｐ ）
４  押出成形セメ ント 板

１  ア ス フ ァ ルト 防水 屋根保護防水

種別 施工箇所 断熱材　 Ｇ 絶縁用シート 立上り 部の 保護

　 防水層の種別
( 9. 2. 2～5） ( 表9. 2. 3～9)

屋根露出防水
　 防水層の種別

種別 断熱材　 Ｇ 仕上塗料施工箇所

・ Ｄ Ｉ －２

・ Ｄ Ｉ －１

種類
※ｱｽﾌｧﾙﾄ ﾙー ﾌｨﾝｸﾞ 類の 製造所の仕様
・ 　

※ｱｽﾌｧﾙﾄ ﾙー ﾌｨﾝｸﾞ 類の 製造所の仕様
・ 　

使用量

高日射反射率防水の適用Ｇ 　 　 ※適用する 　 ・ 適用し ない

・ Ｄ －１

※標準仕様書9. 2. 2( 9)
( 種類)
( 厚さ ) ( mm)

埼玉県建築工事写真作成要領に基づき 作成し 、 監督員に提出する 。７  工事の記録

施工時間
※行政機関の休日に関する 法律（ S63第91号） に定める 行政機関の休日以外と する 。
　 ただし 、 監督職員の承諾を 受けた場合はこ の限り でな い。
・ 以下の期間を 除いた 現場閉所日数の割合が28. 5%( 8日/28日) 以上である こ と
　 年末年始6日間、 夏季休暇3日間、 工場製作のみの期間、 工事全体の一時中止期間
　 指定期間（ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

適用する ( 1. 3. 3) { 1. 3. 1}

( 1. 3. 5)

８  電気保安技術者

９  施工条件

４  適用区分

埼玉県電子納品運用ｶﾞ ｲﾄﾞ ﾗｲﾝ　 ※適用する ( CD-R又はDVD-Rで１ 部提出)  ・ 適用し ない

　 　 及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「 公共建築工事標準仕様書（ 建築工事編） 令和４ 年版」 （ 以下、

※建築工事標準詳細図（ 国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　 令和４ 年版）

３  工事実績情報ｼｽﾃﾑ
　  コ リ ン ズ への登録

( 1. 2. 4) { 1. 6. 5}

監督員の指示によ り 埼玉県建築工事監督要綱別表第１
に示す書類を 原則電子データ で提出する

図面情報電子化媒体　 ※CD-R又はDVD-R， １ 部

（ 埼玉県建築工事図面情報電子化媒体作成要領によ る 。 CADﾃﾞ ﾀーのﾊ゙ ｼー゙ ｮﾝは監督員と 協議する 。 ）

鋼矢板等の抜き 跡　 ※地盤の変形を 防止する 適切な措置を 講ずる 　

　 モルタ ルの調合( 容積比) ※標準仕様書表8. 2. 1によ る 　 ・ セメ ント ( 　 　 ) ： 砂( 　 　 )

　 目地仕上げ　 ・ 押し 目地仕上げ　 ・ 化粧目地仕上げ
　 ま ぐ さ を 受ける 開口部両側のブロ ッ ク のモルタ ル又はコ ン ク リ ート で充填する 範囲
　 　 ※図 示に よ る 　 　

　 モルタ ルの調合( 容積比) ※標準仕様書表8. 2. 1によ る 　 ・ セメ ント ( 　 　 ) ： 砂( 　 　 )
　 塀に用いる ブロ ッ ク の正味厚さ 　 ・ 　

・ 一般
・ コ ーナー

図示に
よ る

( 8. 4. 2～5)

構法の種別

・ Ａ 種・ Ｂ 種

・ C種・ D種・ E種・ 間仕切

耐火性能
( 時間)

区分 単位荷重( N/㎡)

・ 意匠

・ 意匠
・ 平

・ 平

・ 外壁用

　 　 壁用

・ 屋根用

・ 床用

・ 一般
・ コ ーナー

正荷重 負荷重
厚さ
( mm)

幅及び
長さ

図示に
よ る

図示に
よ る

図示に
よ る

・ な し
・ １
・ な し
・ １

・ 0. 5

・ １
・ ２

※Ｆ 種

・・・

・

・・・

・・

　  －  　 －

　  －

　 －

　 －

　  　 －

　  　 －

　 パネル幅の最小限度を 300mm未満と する 場合　 ・ 　

外壁・ 屋根パネルの構法
　 建築基準法に基づき 定ま る 風圧力の（ ・ 1・ 1. 15・ 1. 3） 倍の耐風圧性能

目地幅

パネルの相互の接合部に挿入する 耐火目地材 ・ 　

Ａ Ｌ Ｃ パネルの区分等

( 8. 5. 2～5)

パネルの種類 厚さ ( mm)

60

・ 50・ 60

60

・ 50・ 60

幅( mm)

・ Ａ 種

・ Ｂ 種

・ Ｂ 種

・ Ｃ 種

600

工法の種別

600

・ 50・ 60 ・

・ 50・ 60 ・

・ 間仕切壁パネ ル

・ 外壁パネル

備考形状

・ F（ ﾌﾗｯﾄﾊ゚ ﾈﾙ）

・ D（ ﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝﾊ゚ ﾈﾙ）

・ T（ ﾀｲﾙﾍ゙ ｽーﾊ゚ ﾈﾙ）

・ F（ ﾌﾗｯﾄﾊ゚ ﾈﾙ）

・ D（ ﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝﾊ゚ ﾈﾙ）

・ T（ ﾀｲﾙﾍ゙ ｽーﾊ゚ ﾈﾙ）

　 建築基準法に基づき 定ま る 風圧力の( ・ 1・ 1. 15・ 1. 3) 倍の耐風圧性能
外壁パネルの工法における 耐風圧性能

ECPの種類等

短辺
長辺
短辺
長辺

を 設け る 場合

切断後のパネルの
残り 部分の幅

ﾊ゚ ﾈﾙに欠き 込み
を 設ける 場合

孔あけ 及び欠き 込みの大き さ

ﾊ゚ ﾈﾙ幅の1/2以下、 かつ、 300mm以下
500mm以下
ﾊ゚ ﾈﾙ幅の1/2以下、 かつ、 300mm以下
500mm以下

150mm以下
300mm以下
300mm以下
300mm以下

 パネル幅の最小限度を 300mm未満と する 場合　 ・ 　
 パネル相互の目地幅（ mm） 　 ・ 長辺（ 　 　 ） 　 ・ 短辺（ 　 　 ）
 出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅（ mm） 　 ※15程度　 　 ・ 　
 耐火構造以外の目地及び隙間の処理　 ※パネ ルの製造所の仕様　 　

 やむを 得ず欠き 込み等を 行う 場合は、 下表の寸法を 限度と する 。 た だし 、 欠損部分
 を 考慮し た 強度を 確認の上、 施工計画書を 提出する 。

ﾊ゚ ﾈﾙに孔あ け

　 パネルと 他部材と の取合い部の目地幅（ mm） 　 ※10～20　 　 ・ 　

改質ア ス フ ァ ルト ルーフ ィ ン グ シート の種類及び厚さ

・ Ａ Ｉ －１ ( 材質） ※J I S A 9521に よ

※ﾎ゚ ﾘｽﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

・ Ｂ －１
・ Ａ －３

・ Ａ －１
・ Ａ －２

・ Ｂ Ｉ －１

・ Ａ Ｉ －３

・ Ａ Ｉ －２
材3種bA( ｽｷﾝ層付き )
る 押出法ﾎﾟ ﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱

・

70g/㎡程度

・ Ｂ －２

・ Ｂ Ｉ －２

※ﾌﾗｯﾄﾔー ﾝｸﾛｽ

厚さ 0. 15mm以上
又はﾌﾗｯﾄﾔー ﾝｸﾛｽ
70g/㎡程度

部分粘着層付改質ア ス フ ァ ルト ルーフ ィ ン グ シート の種類及び厚さ

　 ※標準仕様書表9. 2. 3及び表9. 2. 4によ る
　 ・ JI S A 6013に基づく 種類及び厚さ
　 　 用途によ る 区分　 　 　 　 ・ 　
　 　 材料によ る 区分　 　 　 　 ※Ｒ 種
　 　 厚さ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※（ 　 　 　 　 ） mm以上　 　 ・ 　

平場の保護コ ン ク リ ート の厚さ
　 こ て仕上げ　 　 ※水下　 80mm以上　 　 ・ 　
　 床タ イ ル張り 　 ※水下　 60mm以上　 　 ・ 　

・ 乾式保護材
　 　 窯業系パネルⅠ類　 厚さ （ 　 　 　 　 ） mm　 　 幅（ 　 　 　 　 ） mm

立上り 部への断熱材及び絶縁シート 　 ※設置し ない　 ・ 設置する
　 　 厚さ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※（ 　 　 　 　 ） mm以上　 　 ・ 　

　 ・ JI S A 6013に基づく 種類及び厚さ
　 　 用途によ る 区分　 　 　 　 ・ 　
　 　 材料によ る 区分　 　 　 　 ※Ｒ 種

・ 乾式保護材

・ ｺﾝｸﾘ ﾄー押え

・ れんが押え
  ( ※J I S R 1250)

・ ﾓﾙﾀﾙ押え( 屋内)( 厚さ ) ・ 　 mm　 ・ 　  

・ Ｄ －２

　 ・ JI S A 6013に基づく 種類及び厚さ

　 　 厚さ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※（ 　 　 　 　 ） mm以上　 　 ・ 　

　 　 厚さ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※（ 　 　 　 　 ） mm以上　 　 ・ 　

　 ・ JI S A 6013に基づく 種類及び厚さ
　 　 用途によ る 区分　 　 　 　 ・ 　
　 　 材料によ る 区分　 　 　 　 ※Ｒ 種

改質ア ス フ ァ ルト ルーフ ィ ン グ シート の種類及び厚さ

部分粘着層付改質ア ス フ ァ ルト ルーフ ィ ン グ シート の種類及び厚さ

　 　 用途によ る 区分　 　 　 　 ・ 　
　 　 材料によ る 区分　 　 　 　 ※Ｒ 種

　 ※標準仕様書 表9. 2. 7及び表9. 2. 8によ る

( 8. 2. 2、 3、 5、 7、 8)

１  足場その他

( 厚生労働省 H30. 6. 22) によ る 。
 ・ フ ルハーネス 型墜落制止用器具を 用いる 。

墜落制止用器具の使用は、 「 墜落制止用器具の安全な 使用に関する ガイ ド ラ イ ン 」

幅が1メ ート ル以上の箇所において 足場を 使用する と き は、 原則と し て 本足場を
使用する （ 労働安全衛生規則第561条の2）

( 2. 2. 4)
「 手すり 先行工法等に関する ガイ ド ラ イ ン 」 に基づく 足場の設置に当たっ ては、
 同ガイ ド ラ イ ン の別紙１ 「 手すり 先行工法によ る 足場の組立て等の作業に関する 基準」
 における 2の( 1) 手すり 据置き 方式又は( 2) 手すり 先行専用足場方式によ り 行う 。

規模　 ・ 既存建物内の一部を 使用　

　 ６ ） 本工事において、 「 環境物品等の調達の推進に関する 基本方針（ 最新版） 」 及び、

・ 公告に別に添付する ＜埼玉県営繕工事における 「 週休２ 日制モデル工事」 特記
　 仕様書＞も 参照のこ と

中間検査　 　 ※行う （ 埼玉県建設工事検査要綱第５ 条） 　 ・ 行わない

　 ※標準仕様書表9. 2. 5及び表9. 2. 6によ る 　

　 ※標準仕様書 表9. 2. 7及び表9. 2. 8によ る

埼玉県新座市道場1丁目2576番11及び2597番3の一部 用途地域　 市街化調整区域

1棟　 軽量鉄骨造　 2階建て （ 地下 －階・ Ｐ Ｈ  －階）

※工事範囲全て

※工事範囲全て

※工事範囲全て

※工事範囲全て

※工事範囲全て

※工事範囲全て

※工事範囲全て

※工事範囲全て

※工事範囲全て

※工事範囲全て

※工事範囲全て

※工事範囲全て

※工事範囲全て

※工事範囲全て

※工事範囲全て

※対象外

※対象外

※対象外

※対象外

※対象外

中間検査実施回数（ 　 1　 ） 　 実施段階（ 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 監督員の指示によ る

※工事範囲全て

　 　 　 ・ 構内に新設　 　 15㎡程度

 

119. 72

64. 78

延床面積

1階 59. 86 ㎡

㎡59. 862階

契　 　  約　  　 日から 令和 8年 3月 31日ま で

令和 7年 6月 1日から 令和 8年 3月 31日ま で

令和 7年 6月 1日から 令和 8年 3月 31日ま で

測定箇所数　 ※（ 　 2　 ） 箇所　 　 ・ 図示　

　 ・ 風圧力　 　 風速（ Vo= 34 m/s） 　 　 地表面粗度区分（ ・ Ⅰ　 ・ Ⅱ　 ・ Ⅲ　 ・ Ⅳ）

※監督員指定の別契約工事を 今回工事全体と し てと ら え、 主導的に調整する 。
・ 監督員指定の別契約工事が行う 全体調整に全面的に協力する 。

本工事場所は以下の区域等に指定等さ れている ため、 施工計画の作成
及び施工に当たっ て は関係法令等の遵守に十分注意する 。

( 1. 1. 12、 13)

( 1. 1. 7)

６  施工に注意を 要する
　  区域等

５  別契約の関連工事

建築基準法なら びに新座市建築基準施行細則に基づき 定ま る
風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を 用いる 。

　 ・ 積雪荷重　 600 N/㎡（ 短期）

備品（ 　 　 名分相当）

・ Ｂ 種　 適用場所（ 　 基礎　 ）
・ Ｃ 種　 適用場所（ 　 外構　 ） 土質（ 　 良質土　 ） 受渡場所（ 　 搬出場所　 ）

申請敷地　 199. 46㎡　

　 ・ 周知の埋蔵文化財包蔵地（ 対応済） 　 　 ・ 史跡名勝天然記念物

建設機械は、 原則と し て排出ガス 対策型、 低騒音型、 低振動型を使用する 。

( 1. 3. 7)

( 1. 3. 11) { 1. 1. 13}

注 a)  発生材のう ち 特記によ り 、 引き 渡し を 要する も のは、 指示さ れた場所に整理
　 　 　 のう え調書を 添えて監督員に報告する 。
　  b)  産業廃棄物処理許可書及び最終処理受入票の写し を 提出する 。
　  c)  引き 渡し を 要し な いも のは、 すべて構外に搬出し 、 「 資源の有効な利用の促
　 　 　 進に関する 法律」 「 建設工事に係る 資材の再資源化等に関する 法律」 （ 以下
　 　 　 「 建設リ サイ ク ル法」 と いう 。 ） 「 廃棄物の処理及び清掃に関する 法律」 そ
　 　 　 の他関係法令等によ り 適切に処理し 監督員に報告する 。

引渡し を 要する も の
　 ※無し （ 全て構外搬出適正処理） 　 ・ 有り （ ※図示　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※材料・ 機材等の製造業者等は次の①から ⑥すべての事項を 満たすも のと し 、 こ の証

　 を 提出し て監督員の承諾を 受ける 。
　 明と なる 資料又は外部機関が発行する 品質及び性能等が評価さ れたこ と を 示す書面

※製材等、 フ ロ ーリ ン グ 又は再生木質ボード を 使用する 場合は、 グ リ ーン 購入法の基
　 本方針の判断の基準に従い、 あ ら かじ め「 木材・ 木材製品の合法性、 持続可能性の

　 ① 品質及び性能に関する 試験データ が整備さ れている こ と
　 ② 生産施設及び品質の管理が適切に行われている こ と
　 ③ 安定的な供給が可能である こ と
　 ④ 法令等で定める 許可、 認可、 認定又は免許等を 取得し ている こ と
　 ⑤ 製造又は施工の実績があり 、 その信頼性があ る こ と
　 ⑥ 販売、 保守等の営業体制が整えら れている こ と

　 証明のためのｶﾞ ｲﾄﾞ ﾗｲﾝ」 ( 林野庁 H18. 2. 15) に準拠し た証明書を 監督員に提出する 。

　 ① 合板、 木質系フ ロ ーリ ン グ 、 構造用パネル、 集成材、 単板積層材、 ＭＤ Ｆ 、
　 　  パーティ ク ルボード 、 その他の木質建材、 ユリ ア 樹脂板、 壁紙、 接着剤、 保
　 　  温材、 緩衝材、 断熱材、 塗料、 仕上塗材は、 アセド ア ルデヒ ド 及びス チレ ン
　 　  を 発散し ないか、 発散が極めて少ない材料で、 設計図書に規定する 「 ホルム
　 　  ア ルデヒ ド の放散量」 の区分に応じ た材料を 使用する 。
　 ② 接着剤及び塗料はト ルエン 、 キ シレ ン 及びエチルベン ゼン の含有量が少な い
　 　  材料を 使用する 。
　 ③ 接着剤は、 可塑剤（ フ タ ル酸ジ-ｎ -ブチル及びフ タ ル酸ジ -2-エチルヘキシル
　 　  等を 含有し ない難揮発性の可塑剤を 除く ） が添加さ れていない材料を 使用する 。
　 ④ ①の材料等を 使用し て作ら れた家具、 書架、 実験台、 その他の什器類等は、
　 　  ホ ルム アルデヒ ド 、 ア セド アルデヒ ド 及びス チレ ン を 発散し ないか、 発散が
　 　  極めて少ない材料を 使用し たも のと する 。

{ 1. 4. 2}受注者は、 工事材料に係る 納入契約を 締結する 場合には、 当該契約の
相手方は埼玉県内に本店を 有する 者の中から 選定する よ う に努める と と も に、
調達する 工事材料は、 埼玉県産と する よ う 努める 。

( 1. 4. 1) { 1. 4. 3}建築物内部に使用する 材料等は、 設計図書に規定する 所要の品質
及び性能を 有する と 共に、 次の①から ④を 満たすも のと する 。

( 1. 4. 2)※本工事に使用する 材料等は、 設計図書に定める 品質及び性能と 同等以上

　 のも のと する 場合は、 あら かじ め監督員の承諾を 受ける 。
　 のも のを 使用する 。 ただし 製造業者等が指定さ れて いる 場合に同等以上

適用工事種別 技　 能　 検　 定　 作　 業

仮設工事

鉄筋工事

コ ン ク リ ート 工事

鉄骨工事

・ と び作業

・ ｺﾝｸﾘ ﾄーﾌﾞ ﾛｯｸ工事作業   
・ ｴー ｴﾙｼー ﾊ゚ ﾈﾙ工事作業

・ ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　 ・ ｳﾚﾀﾝｺﾞ ﾑ系塗膜防水工事作業

・ FRP防水工事作業

防水工事

石工事

タ イ ル工事

木工事

屋根及びと い工事

金属工事

左官工事

・ 石張り 作業

・ タ イ ル張り 作業

・ 大工工事作業

・ 鋼製下地工事作業    ・ 内外装板金作業　

・ 左官作業

建具工事

押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

・ ｼー ﾘﾝｸﾞ 防水工事作業　 ・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼー ﾄﾄ ﾁー工法防水工事作業
・ 塩化ﾋﾞ ﾆﾙ系ｼー ﾄ防水工事作業　 ・ ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業
・ ｱｸﾘﾙｺﾞ ﾑ系塗膜防水工事作業　 ・ 合成ｺﾞ ﾑ系ｼ ﾄー防水工事作業

ｺﾝｸﾘ ﾄーﾌﾞ ﾛｯｸ･ALCﾊ゚ ﾈﾙ

( 1. 5. 2) { 1. 3. 3}

11 施工中の環境保全等

12 発生材の処理等

13 県産品の使用

14 環境への配慮

15 材料の品質等

16 技能士

本工事の受注者を 、 作業が同一の場所において行われる こ と によ っ て生じ る 労働災害
を 防止する ために必要な措置を 講ずべき 者（ 統括安全衛生管理義務者） と する 。

10 施工中の安全確保

・ 型枠工事作業    ・ ｺﾝｸﾘ ﾄー圧送工事作業

・ 構造物鉄工作業    ・ と び作業

・ 内外装板金作業    

( 1. 3. 10)

・ 自動ド ア 施工作業・ ﾋﾞ ﾙ用ｻｯｼ施工作業 ・ ガラ ス 工事作業

・ 鉄筋組立て作業

・ 溶融ﾍ゚ ｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞ ﾏー ｶｰ工事作業 ・ 加熱ﾍ゚ ｲﾝﾄﾏｼﾝﾏ ｶーｰ工事作業

ｶ ﾃーﾝｳｫ ﾙー工事

・ 木工塗装作業

・ 保温保冷工事作業・ ボード 仕上げ工事作業   ・ 壁装作業

・ ｺﾝｸﾘ ﾄーﾌﾞ ﾛｯｸ工事作業その他

・ 造園工事作業

・ 建築配管作業排水工事

舗装工事

植栽工事

・ ﾌﾟ ﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　 ・ カ ーペッ ト 系床仕上作業

・ 建築塗装作業

・ ガラ ス 工事作業

内装工事

塗装工事

・ 金属製カ ーテン ウ ォ ール工事作業  ・ ﾋﾞ ﾙ用ｻｯｼ施工作業

施工時間以外の施工条件
・ 図示によ る 　 　 　 ・ 　

 ・ 新座市建設工事における 「 週休2日制工事」 実施要領対象工事
　 CADデータ の形式　  ※SXF( s f c) 　 ・ DXF　 ・ JWW　 ・ PDF

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 着工時と 完成時の状況を 比較でき る よ う に撮影する

　 撮影者　 　 　 　 　 　 ※監督員の承諾する 撮影者　 ・ 　

（ 通常取扱いに注意を 要する も のの使用方法を 解説する ） 保全に関する 資料　 　
 完成写真（ 埼玉県建築工事写真作成要領に基づき 作成する ）
　 埼玉県電子納品運用ｶﾞ ｲﾄﾞ ﾗｲﾝ　 ※適用する ( CD-R又はDVD-Rで提出)  ・ 適用し ない

施設CADデータ 　 　 　  ・ 更新し て提出　 ・ 更新し ない

20 保証書

21 その他

上記以外　 　 ・ １ 部提出
　 建物引渡し 日から 10年間、 受注者、 施工者、 材料ﾒ ｶーー の3者連名と し 2部提出する 。
防水工事　 　 ※屋上防水　 ・ 外壁防水　 ・ 金属屋根　 ・ 　 　 { 1. 6. 4}

・ 予備材料　 　 ※監督員の指示によ る 　 ・ 　
・ 下請契約　 　 ※全体及び県内に分け、 契約数及び契約金額の総計を 提出する 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 埼玉県建築工事写真作成要領別表５
　 原本及びア ルバム を 各1部提出
　 　 原本( 電子媒体： 撮影時のJ PEG) 及びアルバム ( 紙媒体又は電子媒体) を 各1部提出
　 パネル入り （ 外部全景） 完成写真　 　 ・ 要　 　 ・ 不要

　 撮影箇所　 　 　 　 　 ※外部（ 6） 内部（ 12）

　 ・ A3版2つ折製本3部納品

・ 場外搬出適切処理（ 搬出場所： 祥和コ ーポ レ ーシ ョ ン ( 埼玉県新座市野火止3-2-33)

工 事 名

Ⅰ　 工事概要

３ ． 工事種目

２ ． 敷地面積

１ ． 工事場所 

（ 建物概要）

５ ． 工事範囲
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新座市消防団第二分団車庫建替工事

建築工事特記仕様書２

・ 1類 ・ 特類 ・ 　

２  改質ア ス フ ァ ルト
   シート 防水

種類

 ・ 　

使用量

 ・ 　

 　 製造所の仕様
 ※改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼ ﾄーの

 　 製造所の仕様
 ※改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼ ﾄーの

種別 断熱材　 Ｇ 仕上塗料

・ 設け る
 （ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄ
 ｼー ﾄの製造所の
 仕様によ る ）

・ 設け な い

（ 材質）
　 ※標準仕様書9. 3. 2( 3) ( ｳ)
　 　 によ る
　 ・ 　
　 ・ 　（ 厚さ ）
　 ・ 25mm　 ・ 50mm　 ・ 　

施工箇所

・ Ａ Ｓ Ｉ －Ｔ １

・ Ａ Ｓ Ｉ －Ｊ １

・ Ａ Ｓ －Ｔ １
・ Ａ Ｓ －Ｔ ２
・ Ａ Ｓ －Ｔ ３
・ Ａ Ｓ －Ｔ ４
・ Ａ Ｓ －Ｊ １

高日射反射率防水の適用Ｇ 　 　 ・ 適用する 　 ・ 適用し な い
改質アス フ ァ ルト シート の種類及び厚さ

　 防水層の種別

　 ・ 種類（ 　 　 　 　 　 ） 　 設置数量（ 　 　 　 　 個）

　 （ 厚さ ） ・ 25mm　 ・ 50mm　 ・ 　 　

　  ルーフ ィ ング シ ート
　  防水

防水層の種別 ( 9. 4. 2～4) ( 表9. 4. 1～3)

・ Ｓ －Ｆ １

仕上塗料種別

・ Ｓ －Ｆ ２

・ Ｓ －Ｍ１
種類・ 使用量

・

種類・ 使用量

・
※ﾙ ﾌーｨﾝｸﾞ ｼ ﾄーの製造所の仕様

※ﾙ ﾌーｨﾝｸﾞ ｼ ﾄーの製造所の仕様

施工箇所

※発砲ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝｼー ﾄ
・ 　

・ ﾌﾟ ﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘ ﾄー下地
・ 　

・ Ｓ Ｉ －Ｆ １

・ Ｓ Ｉ －Ｆ ２

・ Ｓ Ｉ －Ｍ１

・ Ｓ Ｉ －Ｍ２

種類・ 使用量

・

種類・ 使用量

・

※ﾙ ﾌーｨﾝｸﾞ ｼ ﾄーの製造所の仕様

※ﾙ ﾌーｨﾝｸﾞ ｼ ﾄーの製造所の仕様

※発砲ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝｼー ﾄ
・ 　

※発砲ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝｼー ﾄ
・ 　

・ ﾌﾟ ﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘ ﾄー下地
・ 　

　 （ 種類） SI -F1、 SI -F2の場合　 ※標準仕様書9. 4. 2( 3) ( ｴ) ( b) によ る 　 ・ 　
　 　 　 　 　 SI -M1、 SI -M2の場合　 ※標準仕様書9. 4. 2( 3) ( ｴ) ( a) によ る 　 ・ 　

高日射反射率防水の適用Ｇ 　 　 ・ 適用する 　 ・ 適用し ない

合成高分子系ルーフ ィ ン グ シート 防水工法（ 断熱工法） における 断熱材Ｇ

３  合成高分子系

※特定化学物質障害予防規則の対象と な ら ない材と する
防水層の種別

( 9. 5. 3) ( 表9. 5. 1～2)

・ 適用し ない
・ 適用する

保護層仕上塗料

種類・ 使用量

種類・ 使用量

※主材料の製造所の仕様
・ 　

※主材料の製造所の仕様
・ 　

施工箇所種別

・ Ｙ －１

・ Ｙ －２

・ Ｘ －１

・ Ｘ －２

・ 　
※屋内防水
・ 　
※地下外壁防水

（ Ｘ －１ 、 Ｘ －２ ） 高日射反射率防水の適用Ｇ 　 ・ 適用する 　 ・ 適用し ない

４  塗膜防水

５  ケイ 酸質系塗布防水

３  外壁湿式工法 ( 10. 2. 2、 3) ( 10. 3. 2、 3)受金物

　 形状及び寸法　 ・ L-75×75×6( mm) の加工　 L=100mm
　 　 　 　 　 　 　 　 ・ L-75×75×6( mm) の加工　 L=150mm
　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　

　 材質　 　 　 　 　 ※SUS304　 ・ 　 　 　

４  内壁空積工法

　  よ る タ イ ル張り 色

有 無無有

役物

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

適用 Ｇ

吸水率によ る 区分 う わぐ すり 再生材の

Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種 標準

耐凍害性

無ゆう 施ゆう

形状/寸法

( mm) 備考
り 性

耐滑

特注

３  造作用集成材 Ｇ

４  造作用単板積層材Ｇ

５  合板等 ( 12. 2. 1)

・ 「 合板の日本農林規格」 によ る 普通合板 Ｇ

間伐材等
の適用の適用

防虫処理
樹種名
単板の

・ 「 合板の日本農林規格」 によ る 構造用合板 Ｇ

※C‐ D以上
・ 　

※2級
　 以上
・ 1級

※12
・ 　

※1類
・ 特類

間伐材等
の適用

単板の
樹種名

板面の品質等級
厚さ
( mm)

接着の

程度

・ 「 合板の日本農林規格」 によ る 化粧ばり 構造用合板 Ｇ

( mm)
厚さ

※5. 5
・ 　

接着の
程度

※1類
・ 2類

板面の品質

広葉樹 ※２ 等以上 ・ １ 等
針葉樹 ※C-D以上　 ・ 　

施工箇所

施工箇所

間伐材等
の適用

厚さ ( mm) 単板の樹種名 接着の程度施工箇所 防虫処理
の適用

・ 　

防虫処理
の適用

( 　 　 　 )

強度等級

・ 　

ﾓﾙﾀﾙ塗り 厚さ

立上り 部の 保護

６  シーリ ン グ

７  防水工事施工票

２  石材等

１  施工

施工
箇所

種類

・ し な い

・ する
・ 適用する

・ 適用し ない

・ し ない

・ する

・ 「 合板の日本農林規格」 によ る 天然木化粧合板 Ｇ

厚さ ( mm)施工箇所 接着の程度
化粧板に使用する
単板の樹種名

・ 1類 ・ 2類

の方法
化粧加工

樹種名
単板の

・ 1類 ・ 2類

接着の程度
( mm)
厚さ

施工箇所

・ 「 合板の日本農林規格」 によ る 特殊加工化粧合板 Ｇ

・ する
・ し な い

・ する
・ し ない

・ する
・ し ない

防虫処理の適用

防虫処理の適用

屋内防水
　 防水層の種別

種別 施工箇所施工箇所種別

保護層　 ・ 設ける （ ※図示　 ・ 　 　 　 ） 　 ・ 設けな い

・ Ｅ －１ ・ Ｅ －２

　 ※アス フ ァ ルト ルーフ ィ ン グ 類の製造所の指定
　 ・ 種類（ 　 　 　 　 　 　 ） 　 設置数量（ 　 　 　 　 　 ）

　 ※図示　 ・ 　

防水層の下地の立上り
　 ※コ ン ク リ ート 打放し 仕上げ　 標準仕様書表6. 2. 4[ 打放し 仕上げの種別] のＢ 種
　 ・ 　

　 ※アルミ ニ ウ ム 製　 L-30×15×2. 0mm程度　 ・ 　

　 ・ 適用する （ 施工範囲　 ※図示　 ・ 　 　 　 　 ） 　 ・ 適用し ない
屋上排水溝　 ※図示　 ・ 　

E-1の工程3を 行う 部位　 　 ※貯水槽、 浴槽等常時水に接する 部位　

立上り 部の押え金物の材質、 形状及び寸法

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

防水層の下地のモルタ ル塗り

( 9. 3. 2、 3) ( 表9. 3. 1～3)屋根露出防水

絶縁断熱工法のルーフ ド レ ン 回り 及び立上り 部周辺の断熱材の張り じ ま い位置

防湿用シート

　 ※標準仕様書表9. 3. 1から 表9. 3. 3によ る 　 ・ 　 　

粘着層付改質アス フ ァ ルト シート の種類及び厚さ

部分粘着層付改質アス フ ァ ルト シ ート の種類及び厚さ

　 ※改質ア ス フ ァ ルト 製造所の仕様によ る 　 ・ 　 　

　 ・ JI S A 6013に基づく 種類及び厚さ
　 　 用途によ る 区分　 　 　 　 ・ 　
　 　 材料によ る 区分　 　 　 　 ※Ｒ 種
　 　 厚さ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※（ 　 　 　 　 ） mm以上　 　 ・ 　

　 ・ JI S A 6013に基づく 種類及び厚さ
　 　 用途によ る 区分　 　 　 　 ・ 　
　 　 材料によ る 区分　 　 　 　 ※Ｒ 種
　 　 厚さ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※（ 　 　 　 　 ） mm以上　 　 ・ 　

　 ・ JI S A 6013に基づく 種類及び厚さ
　 　 用途によ る 区分　 　 　 　 ・ 　
　 　 材料によ る 区分　 　 　 　 ※Ｒ 種
　 　 厚さ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※（ 　 　 　 　 ） mm以上　 　 ・ 　

　 ※標準仕様書表9. 3. 2から 表9. 3. 3によ る 　 ・ 　 　

　 ※標準仕様書表9. 3. 2から 表9. 3. 3によ る 　 ・ 　 　

立上り 部の押え金物の材質、 形状及び寸法

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

・ 　　 ※アルミ ニ ウ ム 製 Ｌ －30×15×2. 0( mm) 程度　 ・ 　

可塑剤移行防止用ｼー ﾄの材質

・ Ｓ －Ｍ２

　 ・ 設ける 　 ・ 設けな い
S-M2ま たはSI -M2の場合立上り 部の工法

SI -M1及びSI -M2におけ る 防湿用フ ィ ルム の設置

　 ・ 接着工法
　 ・ 機械的固定方法

S-F1、 S-M1、 S-F2、 S-M2の仕様　 ※非歩行仕様　 ・ 軽歩行仕様

屋内防水
　 防水層の種類

・ 床塗り 工法
・ 下地モルタ ル塗り

・ S-C1
※７ mm以下
・ 　

塗り 厚さ

・ 　 　 mm

保護層

工法

施工箇所種別 平場の保護モルタ ル塗り

合成高分子系ルーフ ィ ン グ シート の種類及び厚さ

平場の保護モルタ ル床塗り におけ る 目地の目地割及び種類
　 目地割　  　 　 ※目地割2㎡程度、 最大目地間隔3m程度
　 目地の 種類　 ※押し 目地　 　

　 ・ JI S A 6008に基づく 種類及び厚さ

　 　 厚さ 　 ・ 　
　 　 種類　 ・ 　

　 ※標準仕様書　 表9. 4. 1から 表9. 4. 3によ る 　

　 建築基準法に基づき 定ま る 風圧力（ ・ 1 ・ 　 　  ・ 　 　 ） 倍の風圧力に対応し た工法

　 ※厚さ 0. 4mm以上の防錆処理し た 鋼板、 ス テン レ ス 鋼板又はそれら の片面若し く は

　 ・ 行う （ ・ 図示　 　 ・ 　 　 　 　 　 ） 　 ・ 行わない
機械的固定工法の場合の一般部のルーフ ィ ン グ シート の張付け

　 ・ 　
　 　 両面に樹脂を 積層加工し た鋼板

固定金具の材質、 寸法、 形状

　 ・ 行う （ ・ 図示　 　 ・ 　 　 　 　 　 ） 　 ・ 行わない
プレ キャ ス ト コ ン ク リ ート 部材の入隅部の増張り （ 種別　 S-F1、 SI -F1の場合）

接着工法の場合のプレ キャ ス ト コ ン ク リ ート 部材下地の目地処理

　 ※ルーフ ィ ン グ シート の製造所の仕様
接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量

　 ・ 種類（ 　 　 　 　 　 ） 　 設置数量（ 　 　 　 　 個）

　 ・ 種類（ 　 　 　 　 　 ） 　 設置数量（ 　 　 　 　 個）
　 ※主材料の製造所の仕様
ウ レ タ ン ゴ ム 系塗膜防水Ｘ －１ の脱気装置の種類及び設置数量

( 9. 6. 4) ( 表9. 6. 1)防水層の下地

下地処理

シ ーリ ン グ 材の目地寸法

　 ・ 図示　 　 　 ・ 　
　 ※標準仕様書9. 7. 3( 1) ( ア ) ～( ウ ) によ る

　 ※簡易接着性試験　 ・ 引張接着性試験

下表以外は、 標準仕様書表9. 7. 1によ る
た だし 、 外壁タ イ ル接着剤張り の場合のシ ーリ ン グ は11章に、 カ ーテン ウ ォ ールの
場合のシーリ ン グ は17章によ る

シーリ ン グ材の種類（ 記号）施工箇所

注　 練り 混ぜた２ 成分形シーリ ン グ 材は、 １ 組の作業班が１ 日に行った 施工箇所を
　 １ ロ ッ ト と し て、 各ロ ッ ト ごと にサン プリ ン グ を 行い、 サン プリ ング 試料を 監督
　 員に提出する こ と 。

外部に面する シーリ ン グ 材の接着性試験

※設置する （ 　 　 ヶ 所）
（ 施工年月日は防水工事施工完了日( 手直し は除く ) を 記入）

{ 2. 1. 2}

( 9. 7. 2～5) ( 表9. 7. 1)

仕上を 行わない施工箇所（ ・ 図示によ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

石材の割付け　 　 ・ 図示　 　 ・ 　 ( 10. 1. 3)

　 コ ン ク リ ート の打継ぎ箇所の処理
 　 ※打継ぎ部分に対し 、 幅30mm及び深さ 30mm程度の目地棒を 用いる 。 目地棒の除去後、
 　 　 水洗い清掃し 、 ｹｲ酸質系塗布防水材の製造所の仕様によ り 、 ﾎﾟ ﾘﾏー ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙを 充填
　  ・ 図示　 　 　 ・ 　

 
  型枠締付け材にコ ーン が使用さ れている 部位及びｹｲ酸質系塗布防水材の塗布面以外の
  下地処理
　  ・ 図示　 　 　 ・ 　

　 天井部　 ※コ ン ク リ ート 打放し 仕上げ ( 表6. 2. 4　 B種)
　 壁　 　 　 ※コ ン ク リ ート 打放し 仕上げ ( 表6. 2. 4　 B種)

テ ラ ゾ ブロ ッ ク

備考

・ 両面
・ 片面

施工箇所

・ 役も の
・ 平も の

大き さ ( mm)

・ 花こ う 岩
※大理石

・ 　
※1. 5～12

種石の種類 種石の 形状によ
る 区分

仕上げ面に
よ る 区分

寸法
( mm)

表面仕上げ
の種類

・ 両面
・ 片面

・ 役も の
・ 平も の

・ 花こ う 岩
※大理石

・ 　
※1. 5～12

テ ラ ゾ タ イ ル

備考
大き さ ( mm)

・ 花こ う 岩
※大理石

・ 　
※1. 5～12

・ 花こ う 岩
※大理石

・ 　
※1. 5～12

種石の種類 種石の

・ ４ ０ ０ 型
・ ３ ０ ０ 型

・ ４ ０ ０ 型
・ ３ ０ ０ 型

寸法によ る 区分 表面仕上げ施工箇所

( 10. 2. 1、 3) ( 表10. 2. 1、 2)天然石

施工箇所

 ・ 床石

( mm)

表面仕上げ厚さ

の種類

※正方形に近い 矩形

　 0. 8㎡以下)

　 ( 石材1枚の 面積が

・ 　

形状及び寸法( mm) 備考岩石の種類

ジ ェ ッ ト バーナー仕上げの場合のバフ 仕上げの有無
・ あり 　 　 ・ なし 　

その他の材料
　 取付け用モルタ ル、 既調合の目地モルタ ル、 浸透性吸水防水材、 石裏面処理材、
　 裏打ち処理材、 金物の固定に使用する 充填材料
　 　 ※専門工事業者の指定する 製品　 ・ 　
　 ド レ ン パイ プの材質
　 　 ・ 樹脂ネッ ト 製パイ プ　 ク ロ ス メ ッ シ ュ 巻き 25～35φ

目地
　 一般目地　 　 ・ 目地モルタ ル　 　 　 　 （ 目地幅　 ・ 　 　 　 　 　 ）

目地寸法　 ※幅・ 深さ と も 10mm以上　 ・ 図示によ る

伸縮調整目地

　 　 　 　 　 　 　 ・ 既調合の目地モルタ ル（ 目地幅　 ・ 　 　 　 　 　 ）

　 位置　 　 ・ 図示によ る
　 シーリ ン グ材の種類　 ※標準仕様書 表9. 7. 1によ る

ア ン カ ーの材質及び寸法

石裏面処理　 　 ・ 適用する 　  ・ 適用し な い
裏打ち処理　 　 ・ 適用する  　 ・ 適用し な い

　 　 　 　 　 　 　 ・ あ と 施工ア ン カ ー工法
下地ご し ら え　 ※あ と 施工ア ン カ ー・ 横筋流し 工法

　 　 　 　 　 　 　 ・ 流し 筋工法　

ド レ ン パイ プ　 ・ 設ける （ 設置位置： 図示によ る ） 　 ・ 設けない

　 ※SS400　  　 ・ 　
あ と 施工ア ン カ ーの材質及び寸法等　 種類・ 　 　 　 材質・ 　 　 　 寸法・ 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 目地幅及び深さ 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）
　 　 　 　 　 　 　 ※シーリ ン グ 材（ 種類　 ※標準仕様書表9. 7. 1によ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

( 10. 2. 2、 3) ( 10. 4. 2、 3)受金物
　 材質　 　 　 　 　 ※SUS304　 ・ 　

石裏面処理　 　 ・ 適用する 　  ・ 適用し な い
裏打ち処理　 　 ・ 適用する  　 ・ 適用し な い

　 　 　 　 　 　 　 ・ あ と 施工ア ン カ ー工法
下地ご し ら え　 ※あ と 施工ア ン カ ー・ 横筋流し 工法

あ と 施工ア ン カ ーの材質及び寸法等　 種類・ 　 　 　 材質・ 　 　 　 寸法・ 　
　 形状及び寸法　 ・ L-75×75×6( mm) の加工　 L=100mm又は150mm　 　 ・ 　

伸縮調整目地

　 　 　 　 　 　 　 ・ 既調合の目地モルタ ル（ 目地幅　 ・ 　 　 　 　 　 ）

　 シーリ ン グ 材の種類　 ※標準仕様書 表9. 7. 1によ る
　 位置　 　 ・ 6mm程度

一般目地　 　 　 ・ 目地モルタ ル　 　 　 　 （ 目地幅　 ・ 　 　 　 　 　 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 目地幅及び深さ 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）
　 　 　 　 　 　 　 ・ シ ーリ ン グ材（ 種類　 ※標準仕様書表9. 7. 1によ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

目 地 寸 法 　

裏打ち処理　 　 ・ 適用する 　 ・ 適用し な い
だぼ用の穴の位置　 ※標準仕様書10. 5. 2( 2) ( ｱ) によ る 　 ・ 図示
あ と 施工ア ン カ ーの材質及び寸法等　 種類・ 　 　 　 材質・ 　 　 　 寸法・ 　

建築基準法に基づく 風圧力の（ ・ 1、 ・ 1. 15、 ・ 1. 3） 倍の風圧力に対応し た 工法
シ ーリ ン グ 材　 種類　 ※標準仕様書 表9. 7. 1によ る
　 　 　 　 　 　  目地幅及び深さ 　

( 10. 6. 2、 3)６  床及び階段の石張り 透水性吸収防水剤
（ 床石張り ） 　 　 ・ 適用する 　 ・ 適用し ない
石裏面処理
（ 床石張り ） 　 　 ・ 適用する 　 ・ 適用し ない
（ 階段張り ） 　 　 ・ 適用する 　 ・ 適用し ない
裏打ち処理
（ 床石張り ） 　 　 ・ 適用する 　 ・ 適用し ない

伸縮調整目地

　 シーリ ン グ 材の種類　 ※標準仕様書 表9. 7. 1によ る

( 10. 2. 2、 3) ( 10. 5. 2、 3) ( 表10. 2. 4)５  外壁乾式工法

一般目地　 　 　 　 ・ 目地モルタ ル　 　 　 　 （ 目地幅　 ・ 　 　 　 　 　 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 既調合の目地モルタ ル（ 目地幅　 ・ 　 　 　 　 　 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 ・ シーリ ン グ 材（ 種類　 ※標準仕様書表9. 7. 1によ る 　 ・ 　 　 　 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 目地幅及び深さ 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

石裏の補強用モルタ ル　 　 　 ・ 適用する 　 ・ 適用し ない

　 　 　 　 　 　 　 ・ 既調合の目地モルタ ル（ 目地幅　 ・ 　 　 　 　 　 ）
一般目地　 　 　 ・ 目地モルタ ル　 　 　 　 （ 目地幅　 ・ 　 　 　 　 　 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 目地幅及び深さ 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

１  伸縮調整目地及び
　  ひび割れ誘発目地

( 11. 1. 3) ( 表11. 1. 1)

２  見本焼
　  試験施工

３  セメ ン ト モルタ ルに

見本焼　 　 ・ 行う （ 施工箇所： 　 　 　 　 　 　 ） 　 　 ・ 行わない
試験張り 　 ・ 行う （ 範囲、 仕様等は図示によ る ） 　 ・ 行わない

( 11. 1. 4)

タ イ ルの形状・ 寸法等 ( 11. 2. 2、 3、 6)

　 　 　 　 　 　 　 ・ シ ーリ ン グ材（ 種類　 ※標準仕様書表9. 7. 1によ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

目地寸法　 ※幅・ 深さ と も 10mm以上　 ・ 図示によ る

　  石張り

フ ァ ス ナーの形状　 ・ ス ラ イ ド 式　 ・ ロ ッ キ ン グ 方式

石裏面処理　 　 ・ 適用する 　 ・ 適用し な い

７  笠木、 甲板等の ( 10. 2. 2) ( 10. 7. 2)

あ と 施工ア ン カ ーの材質及び寸法等　 種類・ 　 　 　 材質・ 　 　 　 寸法・ 　

　 　 　 　 　 材質　 ※ス テン レ ス （ SUS304） 　 ・ 　
　 　 　 　 　 寸法　 引金物　 　 ・ 　
　 　 　 　 　 　 　 　 だぼ　 　 　 ・ 　
　 　 　 　 　 　 　 　 かすがい　 ・ 　
　 　 　 　 　 　 　 　 受金物　 　 ・ 　

　 　 取付け工法　 ・ 湿式工法　 ・ 乾式工法
特殊部位用金物　 標準仕様書10. 2. 2( 3) 参照

位置　 　 　 ※標準仕様書 表11. 1. 1によ る 　 ・ 図示
目地寸法　 ・ 図示

金物の種類、 形状、 寸法等
　 ※標準仕様書表10. 2. 4によ る 　 ・ 　
取付け方式
　 ・ ス ラ イ ド 方式　 ・ ロ ッ キン グ方式

乾式工法の場合の取付け代　 ※70mm程度　 ・ 　

標準的な曲がり の役物は一体成形と する

壁タ イ ル張り の工法

　 内装タ イ ル以外のユニッ ト タ イ ル　 ・ マス ク 張り 　 ・ モザイ ク タ イ ル張り

　 モルタ ル下地と し たタ イ ル工事に使用する 張付け用モルタ ルと し て、 セメ ン ト 、
　 細骨材、 混和剤等を 予め工場において 所定の割合に配合し た 材料と する 。

・ 既調合モルタ ル

下地モルタ ル塗り のコ ン ク リ ート 素地面の処理

　 内外装タ イ ル　 ・ 密着張り 　 ・ 改良圧着張り

　  タ イ ル張り
タ イ ルの形状・ 寸法等

色

有 無無有

役物

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

適用 Ｇ

吸水率によ る 区分 う わぐ すり 再生材の

Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種 標準

耐凍害性

無ゆう 施ゆう

形状/寸法

( mm) 備考
り 性

耐滑

特注

標準的な曲がり の役物は一体成形と する

( 11. 3. 2～5)４  有機系接着剤によ る

下地調整塗材塗り を 行う コ ン ク リ ート 素地面の処理

目地のシーリ ン グ材

内装タ イ ル接着剤張り の接着剤のホ ルム ア ルデヒ ド 放散量　 ※F☆☆☆☆　

　 ひび割れ誘発目地　 　 　 　 　 　 　 ※ポリ ウ レ タ ン 系シーリ ン グ 材　 　 ・ 　
　 打継ぎ目地　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※ポリ ウ レ タ ン 系シーリ ン グ 材　 　 ・ 　

　 伸縮調整目地及びその他の目地　 ※変成シリ コ ーン 系シ ーリ ン グ 材　 ・ 　
外装タ イ ルの目地詰め
　 ・ 行う 　 ・ 行わな い　

　 　 　 　 　 ※目荒し 工法（ 高圧水洗処理） 　 ・ MCR工法　 ・ 　

　 ※目荒し 工法( 高圧水洗処理） ・ MCR工法　 　 ・ 　

種類
施工
箇所

( 12. 2. 1) ( 12. 4. 1) ( 12. 5. 1) ( 12. 6. 1) ( 12. 7. 1)２  製材 Ｇ

・ 　

の適用
間伐材等

・ 　

・ 　

・ 　

( 表12. 2. 2)

( 12. 2. 1)材料のホ ルム ア ルデヒ ド 放散量
　 ※F☆☆☆☆ 又は 標準仕様書 12. 2. 1( 1) ( ｳ) ( b) によ る 　

１  施工一般

( mm)
寸法 含水率

※ A種 　 ・ B種 　

※ A種 　 ・ B種 　

施工箇所 等級

の適用
間伐材等

・ 　
※小節以上

※上小節
・ 　 ・ 　

・ 　

・ 　

・ JAS 1083-2 製材-第2部に基づく 造作用製材

※ A種 　 ・ B種 　

( mm)
寸法

見え 掛り 面

見え 掛り 面
以外

含水率

※ A種 　 ・ B種 　

※ A種 　 ・ B種 　

施工箇所 等級 保存処理

保存処理

・ JAS 1083-5 製材-第5部に基づく
　 下地用製材

間伐材等
の適用

含水率

※10％以下
・ A種・ B種・ 　

・ A種・ B種・ 　
※10％以下

・ 　

・ 　
※1等

※1等
・ 　

・ 　

・ JAS 1083-6 製材-第6部に基づく 広葉樹製材

施工箇所

の適用
間伐材等

( 12. 2. 1)

※１ 等　 ・ ２ 等　

※１ 等　 ・ ２ 等　

の適用
間伐材等

見付け材面の品質

・ 「 集成材の日本農林規格」 によ る 造作用集成材

見付け
( mm)
寸法

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ JAS 1083（ 製材） 以外の製材

樹種名 材面

寸法
( mm)

施工箇所 等級 保存処理

品名

・ 「 集成材の日本農林規格」 によ る 化粧ばり 造作用集成材

見付け
材面の
品質

化粧薄板
の厚さ
( mm)

寸法
( mm)

見付け 間伐材等
の適用

※１ 等
・ ２ 等

※１ 等
・ ２ 等

施工箇所

 ・ 　

 ・ 　

・ 「 集成材の日本農林規格」 以外の造作用集成材

( mm)
寸法

の適用
間伐材等

含水率樹種施工箇所

・ 「 集成材の日本農林規格」 以外の化粧ばり 造作用集成材

※15％以下 ・ 　

※15％以下 ・ 　

見付け材面の品質

寸法 化粧薄板の 見付け材 間伐材等
の適用面の品質厚さ ( mm)( mm)

施工箇所 含水率

※15％以下
・ 　

※15％以下
・ 　

 ・ 　

 ・ 　

・ 　

・ 　

( 12. 2. 1)

品名

化粧薄板：
芯材：

化粧薄板：
芯材：

材面

化粧薄板：
芯材：
化粧薄板：
芯材：

樹種

含水率

※A種
・ B種
・ 　
※A種
・ B種
・ 　

（ 　 　 　 　 ）

（ ※A種・ B種）
造作材の場合

材面の品質

（ 　 　 　 　 ）

（ ※A種・ B種）
造作材の場合

( mm)
寸法

施工箇所
の適用
防虫処理

・ 適用し ない

・ 適用する

・ 適用し ない

・ 適用する

樹種名

・ する
・ し ない

の適用
間伐材等防虫処理

の適用

・ 有り ( 加工 ・ 天然木加工・ 塗装加工)

・ 無し ( 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 )

・ 有り ( 加工 ・ 天然木加工・ 塗装加工)

・ 無し ( 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 )

表面の品質（ 化粧加工の有無）
間伐材等
の適用

施工箇所
( mm)
寸法

間伐材等
の適用

寸法
( mm)

( mm)
寸法

・ 有り ( 加工 ・ 天然木加工・ 塗装加工)

・ 無し ( 等級 ・ １ 等 ・ ２ 等 ・ ３ 等)

表面の品質（ 化粧加工の有無）

種別
( 使用環境)
接着性能

・ 　

防虫処理
の適用

※14%以下
・ 　

※14%以下
・ 　

含水率

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

施工箇所

施工箇所

・ JAS 0701以外の造作用単板積層材

品名

・ する
・ し な い

・ する
・ し な い

品名

・ JAS 3079に基づく Ｃ Ｌ Ｔ （ 直交集成板） Ｇ

樹種名強度等級

・ JAS 0701に基づく 造作用単板積層材

　 位置　 　 ※標準仕様書 表10. 6. 2( 5) ( ｲ) ( a) によ る 　 ・ 図示によ る

※2級

※2級
JAS 1083
によ る

下地材

造作材 JAS 1083
によ る

図示

図示

図示

図示

によ る
JAS 1083

によ る
JAS 1083

図示 図示 J AS 1083によ る

図示

図示

図示

11

タ
イ
ル
工
事

12

木
工
事
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石
工
事



日付 工事名称 図面No.担当課長 副課長 主幹 主査
20xx. xx. xx

図面名称改訂

R6. 7( Ver . R6-1)
AA-3

新座市消防団第二分団車庫建替工事

建築工事特 記仕様書３

溶融亜鉛めっ き

電気亜鉛めっ き

表面処理方法 施工箇所（ 手すり 、 タ ラ ッ プ以外）種　 別

・ Ａ 種

・ Ｂ 種

・ Ｃ 種

・ Ｄ 種

・ Ｅ 種

・ Ｆ 種

３  粘土瓦葺 ( 13. 4. 2、 3)

施工箇所 製法に

よ る 区分 よ る 区分 よ る 区分

種類

形状に 寸法に 大き さ 産地
雪止め瓦
の使用

・ する
・ し ない

役物瓦
の種類

・ する
・ し ない

笠木の固定金具の工法等
　 建築基準法に基づき 定ま る 風圧力の（ ・ 1・ 1. 15・ 1. 3） 倍の風圧力に対応し た 工法

　 　 　 　 　 色合等　 ・ 標準色（ 　 　 　 　 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 特注色（ 　 　 　 　 ）

( 15. 6. 2)

仕上塗材の種類
　 薄付け仕上塗材

呼び名 仕上げの形状及び工法等

・ 外装薄塗材 Si

・ 可と う 形外装薄塗材 Si

防火材料

・ 外装薄塗材 E

・ 可と う 形外装薄塗材 E

・ 防水形外装薄塗材 E

・ 外装薄塗材 S

・ 内装薄塗材 C

・ 内装薄塗材 L

・ 内装薄塗材 Si

・ 内装薄塗材 E

・ 内装薄塗材 W

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ ゆず肌状（ ・ 吹付け　 ・ ロ ーラ ー塗り ）

・ 砂壁状

・ さ ざ 波状

・ 平たん状

・ 着色骨材砂壁状（ ・ 吹付け 　 ・ こ て塗り ）

・ 砂壁状じ ゅ ら く

・ 京壁状じ ゅ ら く

　 吸放湿性　 ・ 適用する 　 ・ 適用し ない

・ 凹凸状（ ・ 吹付け　 ・ こ て 塗り ）

・ 吹放し 　 ・ 凸部処理　 ・ 平たん状

　 　 外装厚塗材 C の上塗材
　 　 　 　 　 　 ・ ｾﾒﾝﾄｽﾀｯｺ　 ・ 　

　 上塗材　 　 ・ 適用する 　 ・ 適用し ない

　 吸放湿性　 ・ 適用する 　 ・ 適用し ない

・ 凹凸状　 ・ ひき 起こ し 　 ・ かき 落と し

・ 内装厚塗材 E

・ 内装厚塗材 Si

・ 内装厚塗材 G

・ 内装厚塗材 L

・ 内装厚塗材 C

・ 外装厚塗材 E

・ 外装厚塗材 Si

・ 外装厚塗材 C

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

防火材料 仕上げの形状及び工法等呼び名

　 厚付け仕上塗材

　 複層仕上塗材

呼び名 仕上げの形状及び工法等防火材料

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ 複層塗材 CE

・ 可と う 形複層塗材 CE

・ 複層塗材 Si

・ 複層塗材 E

・ 複層塗材 RE

・ 防水形複層塗材 CE

・ ゆず肌状　 ・ 凸部処理　 ・ 凹凸状

　 耐候性　 　 ※耐候形３ 種　 ・ 　

　 上塗材

　 　 溶　 媒　 ※水系　 ・ 溶剤系　 ・ 弱溶剤系

　 　 樹　 脂　 ※ア ク リ ル系　 ・ 　

１  防火戸 ※建具表によ る 　 ・ 　 ( 16. 1. 3)

２  見本の製作等

３  防犯建物部品

４  ア ルミ ニウ ム 製建具

５  網戸等

６  樹脂製建具

・ ＭＤ Ｆ  Ｇ

表裏面の状態
によ る 区分 によ る 区分

曲げ強さ
によ る 区分 によ る 区分

難燃性接着剤施工箇所

諸金物の形状、 寸法及び材質

造作材の化粧面の釘打ち ( 12. 2. 2)
　 ※隠し 釘打ち　 ・ 釘頭埋め木　 ・ つぶし 頭釘打ち　 ・ 釘頭現し

　 ※かすがい、 座金、 箱金物及び短冊金物
　 （ 標準仕様書 表12. 2. 3～5に示す程度の市販品　 表14. 2. 2のF種程度）
　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 （ 形状： 　 　 　 寸法： 　 　 　 材質： 　 　 　 ）

接着剤のホ ルム ア ルデヒ ド の放散量　 ※F☆☆☆☆ ( 12. 2. 2、 3)

・ パーテ ィ ク ルボード  Ｇ

・ 　

※13タ イ プ ※P又はM

・ 　 ・ 　

※15

施工箇所
表裏面の状態
によ る 区分 によ る 区分

曲げ強さ
によ る 区分
耐水性

によ る 区分
難燃性 厚さ

( mm)

施工箇所

・ JAS 0360に基づく 構造用パネル

寸法( mm)

　 　 　 床組　 ※杉又は松　 ・ 　

窓、 出入口その他　 　 吊元枠、 水掛かり の下枠及び敷居　 ※ひのき 　 ・ 　

保存処理性能区分
・ Ｋ ２ 　 ・ Ｋ ３ 　 ・ Ｋ ４
・ Ｋ ２ 　 ・ Ｋ ３ 　 ・ Ｋ ４

・ 薬剤の塗布等によ る 防腐、 防蟻処理

適用部材

適用部材

・ 　

・ 薬剤の接着剤への混入によ る 防腐、 防蟻処理
　 適用部位（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

処理の方法

・ 合板等の加圧注入によ る 防腐、 防蟻処理

薬剤の種類

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 その他　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※松又は杉　 ・ 　

縁甲板及び上がり がま ち　 ※ひのき 　 ・ 　

( 12. 3. 1、 2)・ 薬剤の加圧注入によ る 防腐、 防蟻処理

※薬剤の製造所の仕様によ る ※J I S K 1571に適合又は同等品

　 適用部位（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

( 12. 4. 1)

( 12. 5. 1)

( 12. 6. 1)

( 12. 7. 1)

間仕切軸組　 ※杉又は松　 ・ 　

壁胴縁、 野縁受桟、 野縁及び吊木　 　 　 　 　 ※杉又は松　 ・ 　

厚さ ( mm)

６  接合具等

７  接着剤

　  処理
８  防腐・ 防蟻・ 防虫

９  内部間仕切軸組及び
　  床組み

11 床板張り

12 壁及び天井下地

10 窓、 出入口その他

施工箇所
板及びコ イ ル
の種類 量等の種類及び記号

塗膜の耐久性、 めっ き 付着
( mm)
厚さ

屋根葺形式 備考

※J I S G 3322の ・ 心木なし 瓦棒葺・ 0. 4・ ５ 類（ AZ150）

・

下葺材料　 ・ ア ス フ ァ ルト ルーフ ィ ン グ 　 940
　 　 　 　 　 ・ 改質ア ス フ ァ ルト ルーフ ィ ン グ 下葺材

２  折板葺

山ﾋﾟ ｯﾁ山高

・ 無し
・ 有り

厚さ

・ 重ね形

・ かん合形

・ はぜ締め形

( 　 　 ) 種

施工箇所 形式
耐力に
よ る 区分

材料に
よ る 区分

山高、 山ﾋﾟ ｯﾁ
に よ る 区分 ( mm)

軒先面
戸板 性能

・ 無し
・ 30分※鋼板製

・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ
合金板製

工法
　 建築基準法に基づき 定ま る 風圧力の（ ・ 1・ 1. 15・ 1. 3） 倍の風圧力に対応し た工法

１  長尺金属板葺

・ 横葺　 ・ 　

　 　 　 　 　 　 （ ・ 一般タ イ プ ・ 複層基材タ イ プ ・ 粘着層付タ イ プ）
横葺き の場合のけら ば納め
　 　 　 　 　 ・ つかみ込み納め　 　 ・ けら ば包み納め

防火

　 屋根用
着色　 ・ 有

・

・ 立て 平葺・ 蟻掛葺・ 0. 5

　 雪止め　 ・ 設置する （ 施工箇所　 ※図示　 ・ 　 　 　 ） 　 ・ 設置し ない

　 鋼板の種類（ ※JI S G 3322の屋根用（ 着色　 ・ 有　 　 ・ 　 　 　 ）
　 塗膜の耐久性の種類、 めっ き 付着量（ ・ 5種( AZ150) 　 　 ・ 　 　 　 　 ）

材料

　 　 　 　 　 ・ 無し
工法
　 建築基準法に基づき 定ま る 風圧力の（ ・ 1・ 1. 15・ 1. 3） 倍の風圧力に対応し た工法

断熱材　 　 ・ 有り （ 種別： 　 　 　 　 厚さ ( mm) ： 　 　 　 　 防火性能： 　 時間）

耐雪性能に対応し た工法の適用 　 ・ 適用する 　 　 ・ 適用し な い
折板のけ ら ば納め　 ※けら ば包みによ る 方法　 ・ 　
雪止め　 ・ 設置する （ 施工箇所　 ※図示　 ・ 　 　 　 ） 　 ・ 設置し ない

　 桟瓦の防災瓦の使用　 ・ 適用する 　 　 ・ 適用し ない 
　 JI S A 5208 に基づく 凍害試験等　 ※行わない　 ・ 行う （ 　 　 　 　 　 ）

　 棟補強用心材　 材質　 ※杉　 ・ ひのき 　 ・ 　
　 　 　 　 　 　 　 　 寸法　 ※幅40×高さ 30( mm) 以上　 ・ 　

　 瓦桟木　 　 　 　 材質　 ※杉　 ・ ひのき 　 ・ 　
　 　 　 　 　 　 　 　 寸法　 ※幅21×高さ 15( mm) 以上　 ・ 　

　 棟補強等に使用する 金物等

工法
　 建築基準法に基づき 定ま る 風圧力の（ ・ 1・ 1. 15・ 1. 3） 倍の風圧力に対応し た工法

　 　 　 　 　 　 　 　 形状、 寸法及び留付け方法　 ・ 図示　 ・ 　
　 　 　 　 　 　 　 　 材質　 ・ ス テ ン レ ス 製　 　 ・ 溶融亜鉛めっ き 処理を 行っ た鋼製　

　 瓦緊結用釘又はねじ
　 　 　 　 　 　 　 　 種類（ 　 　 　 　 　 ） 　 径（ 　 　 　 　 　 ） 　 長さ （ 　 　 　 　 　 ）

　 風圧力又は地震力に対応し た 瓦の緊結方法等　 ※図示によ る
　 瓦桟木の留付け工法　 ※図示　 ・ 　
　 棟の工法　 ・ ７ 寸丸伏せ棟又はF形用冠瓦伏せ棟　 ・ のし 積み棟　
　 面戸、 雀口、 葺土の露出する 瓦接合部に仕上げを 施す場合
　 ・ モルタ ル　 　 　 ・ 瓦葺き 用し っ く い

と いその他の材種４  と い
　 ・ 配管用鋼管　 ・ 硬質ポリ 塩化ビ ニル管　 ・ ルーフ ド レ ン 　

多雪地域の場合の軒ど いの取付間隔　 　 　 ※0. 5m以下　 　 ・ 　

と い受け金物

足金物

鋼管製と いの防露巻き

　 材種　 ※標準仕様書表13. 5. 2によ る （ 溶融亜鉛めっ き を 行っ たも の） 　 ・ 　

　 取付け間隔　 ※標準仕様書表13. 5. 2によ る 　 ・ 　

( 13. 5. 2、 3) ( 表13. 5. 1、 2、 4)

　 ・ 表面処理鋼板（ 表面及び裏面の塗膜の種類） 　 　

防露材のホ ルム ア ルデヒ ド 放散量　 　 　 　 ※F☆☆☆☆　  ・ 　

　 材種　 ※標準仕様書表13. 5. 2によ る （ 溶融亜鉛めっ き を 行っ たも の） 　 ・ 　

　 取付け間隔　 ※標準仕様書表13. 5. 2によ る 　 ・ 　

　 ※標準仕様書表13. 5. 4によ る 　 ・ 　 　 　 　 　  　

ルーフ ド レ ン の種類及び呼び 

種　 別

・ ろ く 屋根用たて 形Ⅰ型 ※ねじ 込み式 ・ 80　 　 ・ 100

施工箇所呼び

・ 125 　 ・ 150

・ ろ く 屋根用横形Ⅰ型 ※ねじ 込み式 ・ 80　 　 ・ 100

・ 125 　 ・ 150

・ バルコ ニー中継用 ・ ねじ 込み式 ・ 50　 　 ・ 80　 　 ・ 100

・ 差し 込み式 ・ 50　 　 ・ 75　 　 ・ 100

・ バルコ ニー用 ・ ねじ 込み式 ・ 50　 　 ・ 80　 　 ・ 100

・ 差し 込み式 ・ 50　 　 ・ 75　 　 ・ 100

　 形状　 ※市販品　 ・ 　

　 形状　 ※市販品（ と い径100以下） 　 ・ 25×4. 5( mm) 以上（ と い径100超）

　  アルミ ニウ ム 合金の
　  表面処理

※表面処理は標準仕様書表14. 2. 1によ る

種　 別

・ AB－1種

・ AB－2種

・ AC－1種

・ AC－2種

・ BA－1種

・ BA－2種

・ BB－1種

・ BB－2種

・ BC－1種

・ BC－2種

・ C 種

施工箇所（ 成形版、 笠木、 建具以外）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ アン バー　 　 　 ・ ブロ ン ズ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ブラ ッ ク 系　 　 ・ ス テ ン カ ラ ー　 　 ・ 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 特注色（ 　 　 　 　 　 　 ）

１  アルミ ニウ ム 及び

２  鉄鋼の亜鉛めっき

( 14. 2. 1) ( 表14. 2. 1)

( 14. 2. 2) ( 表14. 2. 2)

陽極酸化皮膜の着色方法　 ※二次電解着色　 ・ 三次電解着色
色合等　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ シルバー

( 14. 4. 2～4) ( 表14. 4. 1)野縁等の種類
　 屋外（ ※25形　 ・ 19形） 　 屋内（ ※19形　 ・ 25形）

　 周辺部の端から の間隔　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 図示　 ・ 　
　 野縁の間隔　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 図示　 ・ 　

３  軽量鉄骨天井下地

　 野縁受、 つり ボルト 及びイ ン サート の間隔　 ・ 図示　 ・ 　

・ つり ボルト の間隔が900mmを 超える 場合の補強方法　 ※図示　 ・ 　

屋外の形式及び寸法

・ 天井のふと こ ろ が3. 0mを 超える 場合の補強方法　 ※図示　 ・ 　
・ 天井下地材における 耐震性を 考慮し た補強

　 　 補強方法　 ※図示　 ・ 　
　 　 補強箇所　 ※図示　 ・ 　

　 　 建築基準法に基づき 定ま る 風圧力の( ・ 1・ 1. 15・ 1. 3) 倍の風圧力に対応し た 工法
屋外の軒天井、 ピ ロ ティ 天井の工法

( 14. 5. 3、 4) ( 表14. 5. 1)ス タ ッ ド 、 ラ ン ナーの種類
　 ※標準仕様書表14. 5. 1によ る ス タ ッ ド の高さ によ る 区分に応じ た種類
　 ・ 図示　 ・ 　
ス タ ッ ド の高さ が5. 0mを 超える 場合　 ※図示　 ・ 　
出入口及びこ れに準ずる 開口部の補強
　 ※標準仕様書14. 5. 4( 5) によ る 　 ・ 　

４  軽量鉄骨壁下地

取付け用下地　 ※標準仕様書14. 4によ る 　 ・ 図示　 ・ 　
伸縮調整継手　 ・ 設ける （ 施工箇所　 ・ 図示　 ・ 　 　 　 　 　 　 ） 　 ・ 設けない

　 　 建築基準法に基づき 定ま る 風圧力の( ・ 1・ 1. 15・ 1. 3) 倍の風圧力に対応し た 工法
屋外の軒天井、 ピ ロ ティ 天井の工法

( 14. 7. 2、 3) ( 表14. 2. 1) ( 表14. 7. 1)種類　 ・ 250形　 ・ 300形　 ・ 350形
表面処理　 種別　 　 （ 　 　 　 　 ） 種

６  アルミ ニウ ム 製笠木

種別
種別

製法 形状
板幅 板厚 表面処理

色合い等（ mm） （ mm）

・ 押出し
・ ロ ール

・ プレ ス

・

ｽﾊ゚ ﾝﾄﾞ ﾚﾙ形

パネル形

・ アルミ

　 ニウ ム

( 14. 6. 2、 3) ( 表14. 2. 1)５  金属成形板張り

既製目地材　 ・ 設ける 　 施工箇所（ 　 　 　 　 ） 　 形状（ ※図示　 ・ 　 　 　 ）
　 　 　 　 　 　 ・ 設けない

モルタ ル　 　 ・ 現場調合材料　 ・ 既調合材料

床の目地　 　 ・ 設ける （ 目地割り 　 ※2㎡程度( 最大目地間隔3m程度)  　 ・ 　 　 　 　 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 種類　 　 　 ※押し 目地　 ・ 　 　 　 　 ）
　 　 　 　 　 　 ・ 設けない

１  モルタ ル塗り

下地調整塗材塗り の接着力試験
屋外のタ イ ル張り 下地及び屋内の吹付部分等のタ イ ル張り の下地モルタ ル塗り 及び

　 　 　 　 　 　 ・ 適用する 　 ・ 適用し ない

２  せっ こ う ボード

３  仕上塗材仕上げ 内装仕上げに用いる 塗材のホ ルム アルデヒ ド 放散量
　 ※F☆☆☆☆　 ・ 　

　  その他のボード 下地
せっ こ う ボード 及びせっ こ う ラ ス ボード の種類及び厚さ
　 種類（ ・ GB-R　 　 GB-L　 　 ・ 　 　 　 　 ） 　 厚さ （ 　 　 　 mm）
木質系セメ ン ト 板の種類及び厚さ
　 種類（ ・ 　 　 　 　 ） 　 厚さ （ 　 　 　 mm）

( 15. 3. 2、 5)

・ 　

・ 　

・ 防水形複層塗材 E 　 　 外　 観　 ※つやあり 　 ・ つやな し

　 　 　 　 　 　 ・ メ タ リ ッ ク・ 防水形複層塗材 RE

呼び名 仕上げの形状及び工法等防火材料

・ 　

・ 　

・ 吹付用軽量塗材

・ こ て塗用軽量塗材

　 軽量骨材仕上塗材

( 15. 7. 2)種別　 ・ Ａ 種　 ・ Ｂ 種

( 15. 12. 2、 3)

吹付け厚さ ( mm) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 図示　 　 　 　 ・ 25　 　 　 ・ 　

４  マス チッ ク 塗材塗り

５  ロ ッ ク ウ ール吹付け

６  し っ く い塗り し っ く い
　 ・ 既調合材料
　 　 色し っ く い　 ・ 適用する 　 ・ 適用し ない
下地
　 ・ せっ こ う ボード 　 ・ せっ こ う ラ ス ボード 　 ・ モルタ ル塗り 　 ・ 木ずり
　 ・ こ ま い　 ・ 下塗り を せっ こ う プラ ス タ ーと し 上塗り に使用する 場合

ロ ッ ク ウ ールのホルム ア ルデヒ ド 放散量　 ※F☆☆☆☆　  ・ 　
接着剤のホ ルム アルデヒ ド 放散量　 　 　 　 ※F☆☆☆☆ 　 ・ 　

( 15. 10. 2～4)

既調合し っ く いの調合

現場調合し っ く いの調合及び各層の塗厚

既調合し っ く いの上塗り 仕上げ工法

　 ・ せっ こ う ボ ード 下地　 　 　 ※標準仕様書表15. 10. 1　 　
　 ・ モルタ ル塗り 下地　 　 　 　 ※標準仕様書表15. 10. 2　 　
　 ・ せっ こ う ラ ス ボ ード 下地　 ※製造所の 仕様に よ る 　 　  

　 ・ 木ずり 下地　 　 　 　 　 　 　 ※標準仕様書表15. 10. 3　
　 ・ せっ こ う プラ ス タ ー下地、 こ ま い下地　 　 ※標準仕様書表15. 10. 4　

　 ・ なで切り 仕上げ　 　 ・ パタ ーン 仕上げ

( 16. 1. 4)

( 16. 1. 6)・ 適用する （ ※建具表によ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ） 　 ・ 適用し ない

性能値等（ 建具符号、 枠の見込み寸法： 建具表によ る ）
　 耐風圧性等級、 気密性等級、 水密性等級　 ※建具表によ る 　 ・ 図示

建具見本の製作　 　 ・ 行う （ 建具符号： 　 　 ） 　 ・ 行わな い

特殊な建具の仮組　 ・ 行う （ 建具符号： 　 　 ） 　 ・ 行わな い

( 16. 2. 2～5) ( 表16. 2. 1、 2)

建 具見本製作の 目的 等　 　

種　 別

・ Ａ 種

・ Ｂ 種

・ Ｃ 種

・ Ｄ 種

・ Ｅ 種

耐風圧性

S-4

気密性 水密性 枠見込み( mm)

※図示によ る

施工箇所

※図示によ る

※図示によ る

※図示によ る

※図示によ る

S-5

S-6

S-2

S-3

A-4 W-5

A-3

A-3

W-4

W-3

・

・

・

・ 70

・ 100

( 16. 2. 3)

・ 防虫網

・ 防鳥網

※合成樹脂製

・ ガラ ス 繊維入り 合成樹脂製

※0. 25mm以上

・ 　

1. 5mm

※16～18メ ッ シュ

・ 　

網目寸法15mm

種類 材種 線径 網目

・ ス テン レ ス ( SUS316) 製

ス テン レ ス ( SUS304) 線材

　 ・ 防音ド ア 、 防音サッ シ と する 場合　 　 　 遮音性の等級（ 　 　 　 　 　 ）
　 ・ 断熱ド ア 、 断熱サッ シ  Ｇ  と する 場合　 断熱性の等級（ 　 　 　 　 　 ）

　 　

表面処理

材料　 ス テン レ ス 鋼板　 ※SUS304、 SUS430J1L又はSUS443J 1
　 　 　 ス テ ン レ ス 製の く つずり の仕上げ　 　 ※HL　 　
形状及び仕上げ

結露水の処理方法　 　 　 　 　 　 　 ・ 水貯め式　 ・ 排水式　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 着色　 　 　 ・ 標準色　 　 ・ 特注色
　 屋内の建具　 　 　 　 種別　 　 　 ・ BC-1種　 　 ・ BC-2種　 （ 標準仕様書表14. 2. 1）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 着色　 　 　 ・ 標準色　 　 ・ 特注色
　 外部に面する 建具　 種別　 　 　 ・ BB-1種　 　 ・ BB-2種　 （ 標準仕様書表14. 2. 1）

木下地の場合の内付け建具　 ・ 適用し ない・ 適用する
工法　 水切り 板、 ぜん板　 　 　 　 　 ※図示　 　 　 ・ 　

　 耐風圧性等級、 気密性等級、 水密性等級　 ※建具表によ る 　 ・ 図示
性能値等（ 建具符号、 枠の見込み寸法： 建具表によ る ）

( 16. 2. 5) ( 16. 3. 2～5) ( 表16. 3. 1～3)

種　 別

・ Ａ 種

・ Ｂ 種

・ Ｃ 種

・ Ｄ 種

・ Ｅ 種

耐風圧性

S-4

気密性 水密性 枠見込み( mm)

※図示によ る

施工箇所

※図示によ る

※図示によ る

※図示によ る

※図示によ る

S-5

S-6

S-2

S-3

A-4

W-3

・

・

・

W-4

W-5

・

・

　 外部に面する 建具の種別

　 外部に面する 建具の種別

　 外部に面する 建具の耐風圧性　

　 ・ 防音ド ア 、 防音サッ シ と する 場合

　 ・ 断熱ド ア 、 断熱サッ シ  Ｇ  と する 場合

　 ・ 防音ド ア 、 防音サッ シ と する 場合　 　 　 遮音性の等級（ 　 　 　 　 　 ）
　 ・ 断熱ド ア 、 断熱サッ シ  Ｇ  と する 場合　 断熱性の等級（ 　 　 　 　 　 ）

工法　 水切り 板、 ぜん板　 　 　 　 　 ※図示　 　 ・ 　

　 　 　 遮音性の等級　 ・ Ｔ －１ 種　 　 ・ Ｔ －２ 種

　 　 　 断熱性の等級　 ・ H-4種　 ・ H-5種　 ・ H-6種　 ・ H-7種　 ・ H-8種

　 表面色　 　 　 　 　 　 ・ 標準色　 　 　 ・ 特注色

　 外部に面する 建具の日射熱取得性の等級　
　 枠の見込み寸法　 ・ 建具表によ る
ガラ ス 　 　 　 　 　 　 　 ※複層ガラ ス （ 組合せは建具表によ る ） 　 ・ 　

形状及び仕上げ

　 　 　 木下地の場合の内付け建具　 ・ 適用し ない　 　 ・ 適用する

ス テ ン レ ス 製のく つずり の仕上げ　 　 ※HL　 　

材料　 ス テン レ ス 鋼板　 ※SUS304、 SUS430J 1L又はSUS443J1
　 　 　 ス テン レ ス 製のく つずり の 仕上げ　 　 ※HL　 　
形状及び仕上げ
　 鋼板類の厚さ 　 ※標準仕様書　 表16. 4. 2によ る 　 　 ・ 　 　 使用箇所（ 　 　 　 ）

７  鋼製建具 ( 16. 2. 2) ( 16. 4. 2～4) ( 表16. 4. 2)

標準型鋼製建具の形式及び寸法　 　 ※建具表によ る 　 　 ・ 　 　 　

　 ・ 耐風圧性の等級　 （ ・ 　 　 　 　 　 　 ）  

８  鋼製軽量建具

　 ・ 防音ド ア 、 防音サッ シ と する 場合　 　 　 遮音性の等級（ 　 　 　 　 　 ）
　 ・ 断熱ド ア 、 断熱サッ シ  Ｇ  と する 場合　 断熱性の等級（ 　 　 　 　 　 ）
材料

( 16. 2. 2) ( 16. 5. 2～4、 6)  

　 鋼板　 ・ 亜鉛めっき 鋼板　 ・ ビ ニル被膜鋼板　 ・ カ ラ ー鋼板　 ・ ス テン レ ス 鋼板

性能値等（ 建具符号： 建具表によ る ）
　 ・ 簡易気密型ド アセッ ト 　 ・ 適用する 　 ・ 適用し な い

性能値等（ 建具符号： 建具表によ る ）
　 ・ 簡易気密型ド アセッ ト 　 ・ 適用する 　 ・ 適用し な い

　 ス テン レ ス 鋼板　 ※SUS304、 SUS430J 1L又はSUS443J1
　 ス テ ン レ ス 製のく つずり の仕上げ　 　 ※HL　 　
形状及び仕上げ
　 鋼板類の厚さ 　 ※標準仕様書　 表16. 4. 2によ る 　 　 ・ 　 　 使用箇所（ 　 　 　 ）
標準型鋼製建具の形式及び寸法　 ※建具表によ る 　 　 ・ 　 　 　

９  ス テン レ ス 製建具 ( 16. 2. 2) ( 16. 4. 2) ( 16. 6. 2～5)
　 ・ 簡易気密型ド アセッ ト （ 建具符号： ・ 建具表によ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）
　 外部に面する 建具の耐風圧性　
　 ・ 耐風圧性の等級　 （ ・ 　 　 　 　 　 　 ）  
　 ・ 防音ド ア 、 防音サッ シ と する 場合　 　 　 遮音性の等級（ 　 　 　 　 　 ）
　 ・ 断熱ド ア 、 断熱サッ シ  Ｇ  と する 場合　 断熱性の等級（ 　 　 　 　 　 ）

10 木製建具 ( 16. 7. 2～4)
建物内部の木製建具に使用する 表面材及び接着剤のホ ルム ア ルデヒ ド 放散量

材料　 ス テン レ ス 鋼板　 ※SUS304、 SUS430J 1L、 SUS443J 1　 ・ 　
　 　 　 ス テン レ ス 製のく つずり の 仕上げ　 　 ※HL　 　
形状及び仕上げ　 表面仕上げ　 ※Ｈ Ｌ 　 ・ 鏡面仕上げ　 ・ 　
工法　 ス テン レ ス 鋼板の曲げ加工　 ※普通曲げ　 ・ 角出し 曲げ

建具材の加工、 組立時の含水率　 ※Ａ 種　 ・ 　

　 ※F☆☆☆☆　 ・ 　

性能値等（ 建具符号： 建具表によ る ）

・ フ ラ ッ シュ 戸

　 表面材の合板の種類

合板の種類 規格等 備考

・ 普通合板 Ｇ 表面の樹種
　 ・

接着の程度（ ・ １ 類　 ・ ２ 類）

・ 天然木化粧合板 Ｇ 樹種名（ 　 　 　 　 ）
接着の程度（ ・ １ 類　 ・ ２ 類）

・ 特殊加工化粧合板 Ｇ 化粧加工の方法

　 ・
接着の程度（ ・ １ 類　 ・ ２ 類）

　 表面板の厚さ 　 ※表16. 7. 6によ る 　 ・ 　

・ かま ち 戸
　 かま ち 樹種（ 　 　 　 ） 　 鏡板樹種（ 　 　 　 ）

・ ふすま
　 張り の種別（ ・ Ⅰ型　 ・ Ⅱ型）

　 縁仕上げ　 ・ 塗り 縁　 　 ・ 生地縁（ 素地） 　 ・ 生地縁（ ウ レ タ ンク リ ヤー塗装）
　 見込み寸法　 ※19. 5mm　 ・ 建具表によ る 　 　 ・ 　

　 上張り ( 押入等の裏側以外) 　 　 ・ 鳥の子　 　 ・ 新鳥の子又はビ ニル紙程度　

　 見込み寸法　 ※36mm　 　 ・ 建具表によ る 　 　 ・ 　

　 表面材のホ ルム アルデヒ ド 放散量等
　 　 ※標準仕様書16. 7. 2( 2) ( ｲ) ( a) によ る

板面の品質（ ※広葉樹１ 号　 ・ 　 　 　 ）

　 ※プリ ン ト
　 ・ ポリ エス テル化粧合板
　 ・ メ ラ ミ ン 化粧合板

・ ＭＤ Ｆ  Ｇ

　 引戸の召合せかま ち のいんろ う 付き の適用　 　 ・ 適用し ない　 　 ・ 適用する

　 表面板の仕上　 ・ 建具表によ る  

・ 紙張り 障子
　 見込み寸法　 ※30mm　 　 ・ 建具表によ る 　 　 ・ 　

　 見込み寸法　 ※30mm　 　 ・ 建具表によ る 　 　 ・ 　
枠及びく つずり の材料　 　 ・ 建具表によ る 　 　 ・ 　

11 建具用金物 ( 16. 8. 2、 3) ( 表16. 8. 1)金物の種類及び見え掛り 部の材質等
　 ※標準仕様書表16. 8. 1及び適用は建具表によ る 　 ・ 　

　 ※標準仕様書表16. 8. 3によ る 　 ・ 建具表によ る

金属製建具に使用する 丁番の枚数及び大き さ
　 ※標準仕様書表16. 8. 2によ る 　 ・ 建具表によ る 　
樹脂製建具に使用する 丁番の枚数及び大き さ

木製建具に使用する 丁番の枚数及び大き さ
　 ※標準仕様書表16. 8. 4によ る 　 ・ 建具表によ る 　
木製建具に使用する 戸車及びレ ール
　 ※標準仕様書表16. 8. 5によ る 　 ・ 建具表によ る 　
握り 玉、 レ バーハンド ル、 押板類、 ク レ セン ト の取付位置
　 ・ 建具表によ る 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　

12 鍵 ( 16. 8. 4)

鍵箱　 　 　 　 　 　 ※有り 　 　 ・ 無し

マス タ ーキー　 　 ・ 製作する （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 製作し ない
鍵の製作本数　 　 ※各室３ 本１ 組（ 室名札付き ）

13 自動ド ア 開閉装置 ( 16. 9. 2)戸の開閉方式
　 ・ 建具表によ る
引き 戸用駆動装置

　 　 ・ 放射無線周波数電磁界耐性（ 　 　 　 　 ） 　 ・ 耐電圧（ 　 　 　 　 ）
　 　 ・ 防錆（ 　 　 　 　 ） 　 ・ 防滴（ 　 　 　 　 ） 　 ・ 電源（ 　 　 　 　 ）
引き 戸用検出装置の種類（ 表16. 9. 4） 　 ・ 建具表によ る

　 　 ※標準仕様書 表16. 9. 3によ る （ 防錆　 ・ 適用する 　 ・ 適用し ない）

　 車椅子使用者用便房ス イ ッ チの種類

　 タ ッ チス イ ッ チの種類 
　 　 ・ 無線式タ ッ チス イ ッ チ　 　 ・ 光線式タ ッ チス イ ッ チ

　 　 ・ 大形押し ボタ ン ス イ ッ チ　 　 ・ 非接触ス イ ッ チ
凍結防止措置　 ・ 行う 　 ・ 行わない

　 　 ・ 耐電圧（ 　 　 　 　 ） 　 ・ 温度上昇（ 　 　 　 　 ）
　 　 ・ 耐久性( サイ ク ル) （ 　 　 　 　 ） 　 ・ 防錆（ 　 　 　 　 ）
　 　 ・ 電源（ 　 　 　 　 ）
引き 戸用検出装置（ 表16. 9. 3）

　 　 ※標準仕様書 表16. 9. 2によ る （ 防錆　 ・ 適用する 　 ・ 適用し ない）

　 　 ※標準仕様書 表16. 9. 1によ る （ 防錆　 ・ 適用する 　 ・ 適用し ない）
　 　 ・ 種類・ 開閉方式（ 　 　 　 　 ） 　 ・ 耐電圧（ 　 　 　 　 ） 　
　 　 ・ 温度上昇（ 　 　 　 　 ） 　 ・ 耐久性( サイ ク ル) （ 　 　 　 　 ） 　
　 　 ・ 防錆（ 　 　 　 　 ） 　 ・ 電源（ 　 　 　 　 ）
車椅子使用者用便房出入口引き 戸用駆動装置（ 表16. 9. 2）

・ 戸ぶすま
　 表面板の仕上　 ・ 建具表によ る  

( 15. 2. 5)

( 13. 2. 1～3) ( 表13. 2. 1)

( 13. 2. 2) ( 13. 3. 2、 3) ( 材料： 表13. 2. 1)
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16 軽量シャ ッ タ ー ( 16. 12. 2～4)
　

　 　 めっ き 付着量　 （ ※Z06又はF06　 　 ・ 　 　 　 ）

　 　 めっ き 付着量　 （ ※AZ90　 　 　 ・ 　 　 　 　 ）
ス ラ ッ ト の形状　 　 ・ イ ン タ ーロ ッ キン グ 形　 　 ・ オーバーラ ッ ピ ン グ 形

17 オーバーヘッ ド ド ア ( 16. 13. 2、 3)

によ る 区分
セク ショ ン 材料

によ る 区分
開閉方式

によ る 区分
収納形式 ガイ ド レ ール

・ アルミ ニウ ム タ イ プ
・ フ ァ イ バーグ ラ ス タ イ プ

・ 125( 1250Pa)
・ 100( 1000Pa)
・ 75 (  750Pa)
・ 50 (  500Pa)

※バラ ン ス 式
・ チェ ーン式
・ 電動式

・ ス タ ン ダード 形
・ ロ ーヘッ ド 形
・ ハイ リ フ ト 形
・ バーチカ ル形

※溶融亜鉛
　 めっ き 鋼板
・ ス テ ン レ ス
　 鋼板

※ス チールタ イ プ

開閉形式の種類　 　 ※手動式　 　 ・ 電動式（ 手動併用）

安全装置
　 電動シ ャ ッ タ ーの障害物感知装置
　 （ 設置箇所　 　 ・ 建具表によ る 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

耐風圧強度　 （ 　 　 　 ） pa

ス ラ ッ ト の材質の種類
　 ・ J I S G 3312（ 塗装溶融亜鉛めっ き 鋼板及び鋼帯）

　 ・ J I S G 3322（ 塗装溶融55％アルミ ニウ ム －亜鉛合金めっ き 鋼板及び鋼帯）

風圧力によ る
強さ の区分 の材料

電動式オーバーヘッ ド ド ア の障害物感知装置（ 設置箇所　 ・ 建具表によ る 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

14 自閉式上吊り 引戸
　  装置

性能　 ※標準仕様書表16. 10. 1によ る 　 　 ・ 　

15　 重量シャ ッ タ ー シャ ッ タ ーの種類

　 ・ 屋内用防火シャ ッ タ ー
　 ・ 防煙シャ ッ タ ー

( 16. 11. 2、 3)
　 ・ 管理用シャ ッ タ ー　 　 　
　 ・ 外壁用防火シャ ッ タ ー　

( 16. 10. 3) ( 表16. 10. 1)
　 　 　 ・ 手動開き 力（ 　 　 　 　 ） 　 　 　 ・ 手動閉じ 力（ 　 　 　 　 ）
　 　 　 ・ 閉じ 速度の調整（ 　 　 　 　 ） 　 ・ 制動区間（ 　 　 　 　 ）
　 　 　 ・ 開閉繰返し （ 　 　 　 　 ） 　 　 　 ・ 耐衝撃性（ 　 　 　 　 ）

外壁開口部に設ける 重量シャ ッ タ ーの耐風圧強度（ 　 　 　 　 ） pa
開閉方式の種類　 ※電動式（ 手動併用） 　 　 ・ 手動式
安全装置

屋内用防火シャ ッ タ ー若し く は防煙シャ ッ タ ーの危害防止機構

ス ラ ッ ト 及びシャ ッ タ ーケ ース 用鋼板

　 めっ き の付着量　 　 ※Z12又はF12　 　 ・ 　

管理用シ ャ ッ タ ーのシャ ッ タ ーケース 　 　 ※設け る 　 ・ 設けない

　 鋼板の種類　 　 　 　 ・ JI S G 3302（ 溶融亜鉛めっ き 鋼板及び鋼帯）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ JI S G 3312（ 塗装溶融亜鉛めっ き 鋼板及び鋼帯）

ガイ ド レ ール、 ま ぐ さ 、 雨掛り に用いる 座板及び座板のカ バー、 雨掛り に用いる
ス イ ッ チボッ ク ス 類のふたの材質
　 ス テン レ ス 鋼板　 　 ※SUS304、 SUS430J1L又はSUS443J1

　 　 （ 設置箇所　 ・ 建具表によ る 　 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

　 　 （ 設置箇所　 ・ 建具表によ る 　 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

　 急降下制御装置、 急降下停止装置、 障害物感知装置

18 ガラ ス
適用は以下によ る ほか、 ガラ ス の種類・ 厚さ の組み合わせは建具表及び図面によ る 。

　 網入り 板ガラ ス 、 線入り 板ガラ ス の網、 線の形状、 板の表面の状態、 厚さ の呼び

・ 合わせガラ ス

　 形状　 ・ 平面合わせガラ ス 　 ・ 曲面合わせガラ ス
　 落球衝撃はく 離特性及びショ ッ ト バッ ク 衝撃特性
　 　 　 　 ・ Ⅰ類　 ・ Ⅱ－１ 類　 ・ Ⅱ－２ 類　 ・ Ⅲ類

・ 強化ガラ ス
　 形状によ る 種類、 材料板ガラ ス の種類によ る 名称、 特性によ る 種類
　 　 　 　 ※建具表によ る 　 ・ 図示
　 破片の状態及びショ ッ ト バッ ク 衝撃特性によ る 種類　 ・ Ⅰ類　 ・ Ⅲ類

・ 熱線吸収板ガラ ス
　 板ガラ ス によ る 種類、 厚さ によ る 種類、 性能によ る 種類
　 　 　 　 ※建具表によ る 　 ・ 図示
　 性能　 ・ １ 種　 ・ ２ 種

・ 複層ガラ ス

　 　 　 　 ※建具表によ る 　 ・ 図示
　 断熱性によ る 区分　 ・ Ｔ １ 　 ・ Ｔ ２ 　 ・ Ｔ ３ 　 ・ Ｔ ４ 　 ・ Ｔ ５ 　 ・ Ｔ ６

　 乾燥気体の種類　 　 ・ 空気　 ・ アルゴ ン

・ 熱線反射ガラ ス

　 日射熱遮へい性によ る 区分　 ・ １ 種　 ・ ２ 種　 ・ ３ 種
　 耐久性によ る 区分( 日射熱遮へい性が２ 種の場合) 　 ・ Ａ 類　 ・ Ｂ 類

( 16. 14. 2～4) ( 図16. 14. 1)

　 フ ロ ート 板ガラ ス の品種、 厚さ の呼びによ る 種類　 ※建具表によ る 　 ・ 図示

　 材料板ガラ ス の種類及び厚さ の組み合わせ並びに合わせガラ ス の合計厚さ 、 特性
　 によ る 種類　 ※建具表によ る 　 ・ 図示

　 日射取得性及び日射遮蔽性によ る 区分　 ・ Ｇ 　 ・ Ｓ

　 材料板ガラ ス の種類及び厚さ の組み合わせ並びに複層ガラ ス の厚さ

　 材料板ガラ ス の種類及び厚さ によ る 種類　 ※建具表によ る 　 ・ 図示

・ 倍強度ガラ ス
　 材料板ガラ ス の種類及び厚さ によ る 種類　 ※建具表によ る 　 ・ 図示

　 型板ガラ ス の厚さ によ る 種類　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※建具表によ る 　 ・ 図示

　 によ る 種類　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※建具表によ る 　 ・ 図示

ガラ ス の留め材及び溝の大き さ

建具の種類 ガラ ス 留め材 ガラ ス 溝の大き さ ( mm)

ア ルミ ニウ ム 製 ・ シーリ ン グ 材

・ 　

鋼製及び鋼製軽量

ス テン レ ス 製

・ 　
・ シーリ ン グ 材

・ 　
・ シーリ ン グ 材

・ 　
樹脂製

・ グレ イ ジ ン グチャ ン ネ ル

・ グ レ イ ジン グ チャ ン ネル

※建具の製造所の仕様によ る

・ 図示によ る

※建具の製造所の仕様によ る

・ 図示によ る

※建具の製造所の仕様によ る

・ 図示によ る

※建具の製造所の仕様によ る

・ 図示によ る

防火性能色調 目地幅( mm)呼び寸法( mm) 厚さ ( mm)

・ 160×160

・ 200×200
・ 95

・ 95

伸縮調整目地

・

・

位置( mm)

力骨　 材質　 ※ス テン レ ス 鋼（ SUS304） 　 ・ 　
　 　 　 寸法　 ※径5. 5mm　 　 ・ 　
　 　 　 形状　 ※はし ご 形状複筋及び単筋　 　 ・ 　
化粧目地モルタ ルの色（ ・ 白　 　 ・ グ レ ー）

金属製化粧カ バー　 材質　 ・ ス テ ン レ ス 製　 　 ・ ア ルミ ニウ ム製
　 　 　 　 　 　 　 　 　 寸法　 ※図示　 　 ・ 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 形状　 ※図示　 　 ・ 　

シーリ ン グ の種類　 　 （ ・ SR-1　 　 ・ PS-1）

木下地の場合のア ン カ ー等の取付け 間隔 ・ 図示によ る 　

壁用金属枠及び補強材　 　 ・ 図示によ る 　 　

目地部の横力骨の納ま り
　 ※ガラ ス ブロ ッ ク 製造所の仕様によ る 　 　 ・ 図示　 　 ・  
工法
　 建築基準法に基づき 定ま る 風圧力の（ ・ 1　 ・ 1. 15　 ・ 1. 3） 倍の風圧力に対応し た工法

( 16. 14. 5)19 ガラ ス ブロ ッ ク 積み

1　 取付方法、 性能等

　 建築基準法に基づき 定ま る 風圧力の（ ・ 1　 ・ 1. 15　 ・ 1. 3） 倍の風圧力に対応し た工法
主要部材の耐風圧性能（ ガラ ス を 除く ）

支点間距離( h)

4m以下

4mを 超え る

・ 　
　 かつ絶対量20mm以下である こ と
・ たわみ量が±( 1/150) ×h

・ 　

耐風圧性能

取付け 形態によ る 分類
・ 層間方式　 ・ 柱・ 梁方式　 ・ 方立方式　 ・ ス パン ド レ ル方式　 ・ 　

( 17. 1. 3)

耐風圧性

性能の確認方法及び判定方法 
　 ※性能の確認及び判定方法が確認でき る 資料を 提出し 、 監督職員の承諾を 受ける 　 　

（ ℃）
水密性 気密性 遮音性 耐火性能

耐温度差性
断熱性

・ 1時間
・ 30分

・ 60
・ 70
・ 80

２  メ タ ルカ ーテ ン
　  ウ ォ ール

金属系材料の種類
　 ・ ア ルミ ニウ ム 材　 ・ 鋼材　 ・ ス テン レ ス 鋼材

　 　 ・ 構造ガス ケッ ト 　 形状、 寸法等　 ・ 図示　 ・ 　

シーリ ン グ材の種類（ 目地等）
　 種類及び寸法等　 ※図示に よ る 　 　
ガラ ス の取付け材料
　 　 ・ シーリ ン グ　 　 　 種類（ ・ SR-2   　 ・ SR-1）

　 　 種類及び範囲　 ※図示によ る
形状及び仕上げ
　 製品の寸法許容差　 　 　 ※標準仕様書表17. 2. 1によ る 　 ・ 　

　 （ ア ルミ ニウ ム 材の場合）
　 　 　 規格等　 　 ※標準仕様書16. 2. 3によ る
　 　 　 種別　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 標準仕様書表14. 2. 1）
　 　 　 着色　 　 　 ・ 標準色　 ・ 特注色
　 （ 鋼材及びス テン レ ス 鋼材の場合）
　 　 　

見え掛り 部の仕上げ　 　 ・ 　

ガラ ス 溝の寸法、 形状　 ※カ ーテン ウ ォ ールの製造所の仕様　 ・ 　 　
取付け
　 躯体付け金物の取付け位置の寸法許容差
　 　 鉛直方向　 ※±10mm　 ・ 　
　 　 水平方向　 ※±25mm　 ・ 　

( 17. 2. 2、 3、 5、 6)

断熱材 Ｇ

　 カ ーテン ウ ォ ール部材の取付け位置の寸法許容差
　 　 目地の幅　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※±3mm 　 ・ 　
　 　 目地の心の通り 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※0～2mm　 ・ 　
　 　 目地両側の段差　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※0～2mm　 ・ 　
　 　 各階の基準墨から 各部材ま での距離　 ※±3mm 　 ・ 　
　 耐火処理　 適用部位、 材料等　 ※図示によ る
ガラ ス の取付け材料
　 ガラ ス の取付け材料がシーリ ン グ の場合のガラ ス の支持方法　 ※4辺支持　 　 ・  

３  PCカ ーテン ウ ォ ール

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス ラ ン プ　 　 　 　 　 ※12cm　 　  ・ 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 気乾単位容積質量

( 17. 3. 2～6) ( 表17. 3. 1、 2)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　

　 　 　 　 　 　 網目寸法　 ・ 　
　 補強鉄線の径( mm) 　 　 ・ 3. 2　 　 ・ 4. 0　 　 ・ 5. 0　 　 ・ 6. 0
　 鉄筋　 　 　 　 　 種類記号　 ※SD295

　 シーリ ン グ 材の種類（ 目地等）
　 　 種類及び寸法等　 ※図示によ る 　 　
　 ガラ ス の取付け材料

耐火処理
　 適用部位、 材料等　 ※図示によ る
断熱材 Ｇ 　 　 　 種類（ 　 　 　 　 　 　 ） 　
　 種類及び範囲　 ※図示によ る

形状及び仕上げ
　 製品に見え掛り 部の寸法許容差

　 構造ガス ケ ッ ト を 用いる 場合のア ン カ ー溝の寸法及び寸法許容差

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 石材（ ・ 花こ う 岩　 　 ・ 大理石　 　 ・ 　 　 　 ）

先付け の材料

　 　 ※図 示に よ る 　 　

　 　 ・ 構造ガス ケッ ト 　 形状、 寸法等　 ・ 図示　 ・ 　

製作
　 PC版の配筋 　 ※図示によ る
取付け
　 躯体付け金物の取付位置の寸法許容差
　 　 鉛直方向　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※±10㎜　 　
　 　 水平方向　 　 　 　 　  　 　 　 　 　    ※±25㎜　 　
　 カ ーテン ウ ォ ール部材の取付け位置の寸法許容差
　 　 目地の幅　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※±5mm　 ・ 　

　 　 各階の基準墨から 各部材ま での距離　 ※±5mm　 ・ 　
　 ガラ ス の取付け方法 
　 　 ・ ガラ ス の取付け材が構造用ガス ケ ッ ト で複層ガラ ス 等を 使用する 場合は排水
 　  　 機能の設置及びガラ ス の封着処理の強化を 行う  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 単位水量の最大値　 ※185kg/m3　 ・ 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 軽量コ ン ク リ ート の場合  1. 8t /m3 ～ 2. 1t /m3

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 普通コ ン ク リ ート の場合　 2. 1t /m3を 超え2. 5t /m3以下

　 　 ・ 表面仕上げ材　 　 ・ セラ ミ ッ ク タ イ ル

　 PCカ ーテン ウ ォ ールの仕上げ ・ 　

１  材料 ( 18. 1. 3)屋内で使用する 塗料のホルム ア ルデヒ ド 放散量

　 　 　 　 　 　 ・ 仕上表によ る
・ 防火材料　 ※屋内の壁、 天井仕上げは防火材料と する

　 ※ F☆ ☆ ☆ ☆ 　 　

２  素地ご し ら え ( 18. 2. 2～7)

※A種　 　 ・ B種

透明塗り の場合

不透明塗料塗り の場合

下地面等 種別

木部
・ A種　 　 ※B種

・ A種　 　 ・ B種　 　 ※C種

亜鉛めっ き 鋼面

コ ン ク リ ート 面（ Ｄ Ｐ 以外） 及びＡ Ｌ Ｃ パネル面

・ A種　 　 ※B種

・ A種　 　 ※B種

・ A種　 　 ・ B種

目地： 継目処理工法

目地： 継目処理工法以外

※A種　 　 ・ B種

・ A種　 　 ※B種

鉄鋼面（ DP以外 ）
鉄鋼面（ DPのみ） ・ A種　 　 ※B種　 　 ・ C種

押出成形セメ ン ト 板面 ・ A種　 　 ※B種
コ ン ク リ ート 面（ Ｄ Ｐ のみ） ※A種　 　 ・ B種

モルタ ル面及びせっ こ う プラ ス タ ー面

せっ こ う ボード 面及び

その他ボード 面

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 建具枠
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ゴ ン ド ラ 用ガイ ド レ ール

　 　 対角線長の差　   ※0～5㎜ ・ 　 　 　 曲がり  　 　 　 　 　 ※0～3㎜ ・ 　
　 　 辺長　 　 　 　 　 　 ※±3mm  ・ 　 　   ねじ れ、 そり 　 　  ※0～5㎜ ・ 　

　 　 版厚　 　 　 　 　 　 ※±2mm　 ・ 　 　 　 面の凹凸　 　 　 　  ※0～3㎜ ・ 　
　 　 開口部内法寸法　 ※±2mm  ・ 　 　 　 先付け金物の位置 ※0～5㎜ ・ 　

　 　 目地の心の通り 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※0～3㎜ ・ 　
　 　 目地両側の段差　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※0～4㎜ ・ 　

                品質　 設計基準強度( Fc) 　 ※30N/mm2　 ・ 　

材料
　 コ ン ク リ ート 　 種類　 （ ・ 普通コ ン ク リ ート 　 ・ 軽量コ ン ク リ ート 1種　 　 ・ 　 　 　 ） 　

３  錆止め塗料塗り ( 18. 3. 2、 3)

見え掛り ： A種

見え隠れ： B種

見え掛り ： A種

見え隠れ： B種

鋼製建具等： A種

上記以外： B種

鋼製建具等： C種

上記以外： B種

錆止め塗料塗り の工程錆止め塗料の種別塗料の種別

A種SOP

・ A種　 ※B種

C種　

B種

C種及びD種

表18. 3. 6

表18. 3. 4

下地面

鉄鋼面

亜鉛めっ き 鋼面

４  塗装 ( 18. 4. 1～18. 12. 2)

－

－

－

※A種　 ・ B種

亜鉛めっ き 鋼面

鉄鋼面

亜鉛めっ き 鋼面

鉄鋼面

木部屋内

木部屋外

種別塗装

・ A種　 ※B種

・ A種　 ※B種

・ A種　 ※B種

・ A種　 ※B種

ｺﾝｸﾘ ﾄー面及び押出
成形ｾﾒﾝﾄ板面

・ A種 ・ B種 ・ C種 －

－

－

塗料の種類

上塗り 塗料の 等級( 　 ) 級

上塗り 塗料の 等級( 　 ) 級

ｺﾝｸﾘ ﾄー面、 ﾓﾙﾀﾙ面、 せっ
こ う ﾌﾟ ﾗｽﾀｰ面、 せっ こ

・ A種　 ※B種 －

－

ﾄﾞ 面等

屋内の木部、 鉄鋼面

亜鉛めっ き 鋼面

－・ A種　 ※B種

－・ A種　 ※B種

う ﾎ゙ ﾄー ﾞ 面、 その他ﾎﾞ ｰ

屋上、 屋根面の金属面に塗装する 場合の塗料は高日射反射率塗装 Ｇ  と する 。

－

－・ ﾋﾟ ｸﾞ ﾒﾝﾄｽﾃｲﾝ塗り

・ ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り ( OS)

ク リ ヤラ ッ カ ー塗り Ａ 種の工程2の適用 
・ 適用し ない　 ・ 適用する ( 着色剤： ・ 溶剤系着色剤　 　 ・ 油性染料着色剤)
ウ レ タ ン 樹脂ワ ニス 塗り の工程1の着色の適用 
・ 適用する 　 ・ 適用し ない
オイ ルス テン 塗り の工程等 ※製造所の仕様によ る

DP

DP

EP-G

EP-G

※A種　 ・ B種　SOP

－

・ A種　 ※B種

・ A種　 ※B種

１  接着剤

施工箇所の下地がセメ ン ト 系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別

２  下地の工法 標準仕様書19. 2. 3( 1) ～( 3) 以外の下地の工法　 ・ 図示　 ・ 　

　 ・ 図示　 ・ 　

( 19. 2. 2、 3)

※FS( 複層ﾋﾞ ﾆﾙ床ｼ ﾄー)
・ 　
・ 　

種類の記号 色柄 厚さ ( mm) 備考

・ 無地
・ ﾏー ﾌﾞ ﾙ柄
・ 柄物

※2. 0
・ 　

( 19. 2. 2)

※KT( ｺﾝﾎﾟ ｼ゙ ｼｮﾝﾋﾞ ﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・ 柄物
・ 無地

・ FOA( 畳敷き ﾋﾞ ﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・ FT( 複層ﾋﾞ ﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・ TT( 単層ﾋﾞ ﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・ FOB( 薄型置敷き ﾋﾞ ﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

種類の記号

・ 300×300
・ 450×450
・ 500×500

寸法

・ 　

※2. 0
・ 2. 5
・ 3. 0

厚さ ( mm) 備考色柄

( 19. 2. 2)

・ 帯電防止床シート

・ 帯電防止床タ イ ル

シート 種別 厚さ 、 寸法、 形状 性能

( mm)

( mm)　 　 　 ×　

３  ビ ニル床シ ート Ｇ

接合部の処理　 　 ※熱溶接工法　 　 ・ 　

４  ビ ニル床タ イ ル Ｇ

５  特殊機能床材

ﾋﾞ ﾆﾙ床ｼー ﾄ、 ﾋﾞ ﾆﾙ床ﾀｲﾙ、 ｺﾞ ﾑ床ﾀｲﾙ用接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞ ﾋﾄﾞ 放散量　 ※F☆☆☆☆　 　
( 19. 2. 2)

種類

・ 耐動荷重性床シート

・ 防滑性床シート

・ 防滑性床タ イ ル

( mm)

( mm)

( mm)　 　 　 ×　

・ 視覚障害者用床タ イ ル ( mm)

視覚障害者誘導ブロ

寸法及びその配列は

J I S T 9251によ る

ッ ク 等の突起の形状・ 　

( 19. 2. 2)

( 19. 2. 2)色柄　  　 （ 　 　 　 　 　 　    　 ）

寸法( mm)  （ 　 　 　 　        　 ）
厚さ ( mm)  （ 　 　 　 　 　 　 　 　  ）

( 19. 3. 2、 3) ( 表19. 3. 1)・ 織じ ゅ う たん

材質　 　 　 ・ 軟質　 　 ・ 硬質　 　 ・ 床シ ート 巻上げ（ 端部の処理は図示） 　 　
高さ ( mm) 　 ※60　 　 　 ・ 75　 　 　 ・ 100
厚さ ( mm) 　 ※1. 5以上 ・ 　

６  ビ ニル幅木

７  ゴ ム 床タ イ ル

８  カ ーペッ ト 敷き  Ｇ

・ ウ ィ ルト ン カ ーペッ ト  
・ ダブルフ ェ ース カ ーペッ ト
・ ア キ ス ミ ン ス タ ーカ ーペッ ト

パイ ル形状

・ カッ ト パイ ル
・ ループパイ ル
・ カッ ト /ループパイ ル

織り 方

　 　 色柄、 ※模様のない無地　 　
　 　 パイ ル糸の種類等　 ※無地の織り じ ゅ う た んの種別（ ・ A種　 ・ B種　 ・ C種） 　
　 　 帯電性　 　 ・ 適用する 　 　 ・ 適用し ない

　 　 下敷き 材　 ※反毛フ ェ ルト ( JI S L 3204) の第2種2号　 呼び厚さ 8mm　 ・ 　

・ カ ッ ト パイ ル

・ ループパイ ル

・ カ ッ ト 、 ループ 併用

パイ ル形状 ﾊ゚ ｲﾙ長さ ( mm) 工法 帯電性 備考

・ 　

・ グ リ ッ パー工法 ・ 適用し な い

・ 適用する ( 　 　 　 )

　 下敷き 材（ グ リ ッ パー工法の場合）
　 　 ※反毛フ ェ ルト ( JI S L 3204) の第2種2号　 呼び厚さ 8mm　 ・ 　

　 　 織じ ゅ う たんの接合方法　 　 ※ヒ ート ボン ド 工法　 ・ つづり 縫い　

・ 全面接着工法

・ タ フ テッ ド カ ーペッ ト

　 タ フ テ ッ ド カ ーペッ ト 用接着剤のホ ルム ア ルデヒ ド 放散量　 ※F☆☆☆☆　 　

・ 5～7　 ・  

・ 4～6　 ・  

・ 耐候性塗料塗り ( DP)

・ アク リ ル樹脂系非水分散形塗料塗り ( NAD)

・ ク リ ヤラ ッ カー塗り （ CL)

・ 合成樹脂調合ﾍ゚ ｲﾝﾄ
塗り ( SOP)

ｼｮﾝﾍ゚ ｲﾝﾄ塗り ( EP-G)

・ つや有合成樹脂ｴﾏﾙ

・ 合成樹脂エマルショ ン ペイ ン ト 塗り ( EP)

・ ウ レ タ ン 樹脂ワ ニス 塗り ( UC)

・ ス テイ ン塗り

・ 木材保護塗料塗り ( WP)

　 　 厚さ 、 大き さ 　 　 ※標準仕様書 表19. 5. 1によ る
　 　 樹種　 　 　 　 　 　 ※ なら 　 　  ・ 　

単層フ ロ ーリ ン グ  

　 ｴﾎﾟ ｷｼ樹脂系塗床

　 ｴﾎﾟ ｷｼ樹脂系塗床

　 弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床

寸法( mm)

接着工法の場合の不陸緩和材　 ※合成樹脂発泡シ ート 　 ・ 　

複合フ ロ ーリ ン グ  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 生地のま ま ワ ッ ク ス 塗り
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ オイ ルス テイ ン の上、 ワ ッ ク ス 塗り
・ 現場塗装仕上げ　 ※ウ レ タ ン 樹脂ワ ニ ス 塗り

　 　 間伐材等の適用　 ・ する 　 　 　 ・ し ない
　 　 仕上塗装　 　 　 　 ・ 塗装品　 　 ・ 無塗装品
　 　 種別（ 標準仕様書表19. 5. 2、 4、 6） 　 ・ Ａ 種　 ・ Ｂ 種　 ・ Ｃ 種
　 　 樹種　 　 　 　 　 　 ※な ら 　 　 ・ 　
　 　 工法　 　 　 　 　 　 ・ 釘止め工法（ ・ 根太張り 　 ・ 直張り ） 　 ・ 接着工法
・ 天然木化粧複合フロ ーリ ン グ

　 　 間伐材等の適用　 ・ する 　 　 　 ・ し ない
　 　 仕上塗装　 　 　 　 ・ 塗装品　 　 ・ 無塗装品

　 　 間伐材等の適用　 ・ する 　 　 ・ し な い

　 　 樹種　 　 　 　 　 　 ※な ら 　 　 ・ 　

　 　 工法　 　 　 　 　 　 ※接着工法　 ・ 　

　 　 仕上塗装　 　 　 　 ・ 塗装品　 ・ 無塗装品
　 　 厚さ 、 大き さ 　 　 ※標準仕様書表19. 5. 1、 3によ る 　 ・ 　

　 　 工法　 　 　 　 　 　 ・ 釘止め工法（ ・ 根太張り 　 ・ 直張り ） 　 ・ 接着工法

・ フ ロ ーリ ン グ ブロ ッ ク １ 等

・ フ ロ ーリ ン グ ボード １ 等

( 19. 5. 2～5) ( 表19. 5. 1～6)

各工法に使用する 接着剤のホ ルム ア ルデヒ ド の放散量　 ※F☆☆☆☆　 　

塗床材のホルム ア ルデヒ ド 放散量　 ※F☆☆☆☆　 ・ 　 　

10 フ ロ ーリ ン グ張り

９  合成樹脂塗床 ( 19. 4. 2、 3) ( 表19. 4. 4～8)

( J I S K 5970)

・ 厚膜流し のべ工法

・ 薄膜流し のべ工法

　 よ る
※製造所の指定に

※標準色　 ・ 　

※水性　 ・ 溶剤系　 ・ 無溶剤系

※平滑　 　 ・ 防滑

※0. 25kg/㎡以上

※平滑仕上げ

( 防塵塗料塗り )

仕上げ色

溶剤

表面仕上げ

塗布量（ kg/㎡）
工程・ ｱｸﾘﾙ樹脂塗床

・ 樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

・ 防滑仕上げ　 ・ つや消し 仕上げ

工法施工箇所 仕上げの種類

・ 防滑仕上げ

・ 平滑仕上げ

※平滑仕上げ

・ 厚膜型塗床材

・ 厚膜型塗床材

種別

・ 薄膜型塗床材

　 見切り 、 押え金物　 　 ・ 材質、 種類、 形状等　 　 ※図示　 ・ 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 階段部分　 ※模様流し 　 　 ・ 市松敷き 　 　 ・ 　
　 タ イ ルカーペッ ト の敷き 方　 平場　 　 　 ※市松敷き 　 　 ・ 模様流し 　 　 ・ 　
　 タ イ ルカ ーペッ ト 用接着剤のホ ルム ア ルデヒ ド 放散量　 ※F☆☆☆☆　 　

施工箇所

・ 　

※500× 500

・ 　

※500× 500

・ 　

※500× 500

・ 　
※6. 5

・ 　

※6. 5

・ 　

※6. 5

総厚さ ( mm) 備考

・ ｶｯﾄ、 ﾙー ﾌﾟ 併用

※ループパイ ル

・ カッ ト パイ ル

・ 第二種

・ 第一種

・ 第二種

・ 第一種

・ 第二種

※第一種

種　 別パイ ル形状

・ タ イ ルカーペッ ト

( 19. 6. 2) ( 表19. 6. 1)
種別　 ・ A種　 ・ B種　 ・ C種　 ・ D種（ 畳床： ・ KT-Ⅰ・ KT-Ⅱ・ KT-Ⅲ・ KT-K・ KT-N）

　 　 　 　 　 　 ・ ポリ ス チレ ン フ ォ ーム 床下地（ ノ ンフ ロ ン  Ｇ  ）
下地の種類　 ・ 標準仕様書表12. 6. 1によ る 床組

　 　 　 　 　 　 ・ 　

発散が極めて少な い材料を 使用し たも のと する 。
衝撃緩和型畳 （ 畳表： ・ C1　 　 ・ C2）

11 畳敷き

畳表及び畳床はホ ルム アルデヒ ド 、 アセド ア ルデヒ ド 及びス チレ ンを 発散し な いか、

合板のホ ルム ア ルデヒ ド 放散量　 ※標準仕様書 19. 7. 2( 2) ( ｲ) の( a) ～( d) のいずれか
　  その他のボード 及び
　  合板張り

( 19. 7. 2、 3) ( 表19. 7. 1)12 せっ こ う ボード 、

・ 中質木毛セメ ン ト 板 Ｇ

・ 硬質木毛セメ ン ト 板 Ｇ

・ 普通木毛セメ ン ト 板 Ｇ

種　 　 類 厚さ （ mm） 、 規格等

・ 15　 ・ 20　 ・ 25　 ・ 　

・ 15　 ・ 20　 ・ 25　 ・ 　

・ 15　 ・ 20　 ・ 25　 ・ 　

木質系セメ ン ト 板

種　 　 類 厚さ （ mm） 、 規格等

木片セメ ン ト 板

・ 12　 ・ 15　 ・ 18　 ・ 21　 ・ 　

・ 30　 ・ 　・ 普通木片セメ ン ト 板 Ｇ

・ 硬質木片セメ ン ト 板 Ｇ

・ けい酸カルシウ ム板

繊維強化セメ ン ト 板

・ 化粧け い酸カ ルシウ ム 板

繊維板

火山性ガラ ス 質複層板

・ 火山性ガラ ス 質複層板 ・ 図示によ る

普通ボード 0. 8FK　 ﾀｲﾌﾟ 2( 無石綿) 　 ・ 6　 ・ 8

普通ボード 0. 8FK　 ﾀｲﾌﾟ 2( 無石綿) 　 ・ 6　 ・ 8

表面への化粧張り 等の加工　 ・ ｱｸﾘﾙ樹脂系焼付　

・ ミ ディ アム デン シテ ィ フ ァ イ バー
　 ボード （ MDF） Ｇ

・ イ ン シ ュ レ ーシ ョ ン ボード  Ｇ

・ 3 　 ・ 7　  ・ 9 　 ・ 12　 ・ 　

・ 9 ・ 12 ・ 15 ・ 18
Ａ 級（ ・ 天井仕上　 ・ 内装仕上　 ・ 　 　 　 ）

・ 単板張り パーテ ィ ク ルボード  Ｇ

・ 化粧パーティ ク ルボード  Ｇ

・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・ 18　 ・ 　
・ 無研磨板 VN　 ・ 研磨板 VS

・ 10（ 難燃） 　 ・ 12（ 難燃） 　 ・ 　

・ 単板ｵー ﾊ゙ ﾚーｲ DV　 ・ ﾌ゚ ﾗｽﾁｯｸｵー ﾊ゙ ﾚーｲ DO
・ 塗装 DC

パーティ ク ルボード

　 　 ス タ ン ダード ボード （ 無処理）
ハード ボード ( 素地）

・ 内装用化粧ﾊー ﾄﾞ ﾎﾞ ﾄーﾞ ( DE)

テン パード ボード （ 処理） ・ 素地ﾊー ﾄﾞ ﾎﾞ ﾄー ﾞ ( ・ 未研磨板( RN) ・ 研磨板( RS) )
・ 外装用化粧ﾊー ﾄﾞ ﾎﾞ ﾄーﾞ ( DE)

厚さ 　 ・ 2. 5  ・ 3. 5   ・ 5   ・ 7

厚さ 　 ・ 2. 5　 ・ 3. 5　 ・ 5　 ・ 7

フ ロ ーリ ン グ のホ ルム アルデヒ ド 放散量等
　 ※標準仕様書19. 5. 2( 2) によ る

ＭＤ Ｆ 、 パーティ ク ルボード 及び接着剤の
ホ ルム ア ルデヒ ド 放散量　 ※F☆☆☆☆　 ・ 　

・ 素地ﾊー ﾄﾞ ﾎﾞ ﾄー ﾞ ( ・ 未研磨板( RN) ・ 研磨板( RS) ) 　 　 　 　 　 　 　 　 　
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図面No.工事名称

図面名称

課長 副課長 主幹 主査 担当 日付

改訂

20xx. xx. xx

R6. 7( Ver . R6-1)
AA-5

新座市消防団第二分団車庫建替工事

建築工事特記仕様書 ５

・ 670

・ 無地

・ 　

１  フ リ ーア ク セス
　  フ ロ ア

( 20. 2. 2)

施工箇所 構　 法 表面仕上げ材 備  考耐震性能高さ
( mm)

所定荷重
( N)

寸法
( mm)

・ 帯電防止床ﾀｲﾙ
・ ﾀｲﾙｶ ﾍー゚ ｯﾄ
・ 　

・ 3, 000
・ 5, 000

・ 1. 0Ｇ
・ 0. 6Ｇ

　 調整式

・ 置敷式
・ 支柱

・ 500×500
・ 　

・ 帯電防止床ﾀｲﾙ
・ ﾀｲﾙｶ ﾍー゚ ｯﾄ
・ 　

・ 3, 000
・ 5, 000

・ 1. 0Ｇ
・ 0. 6Ｇ

　 調整式

・ 置敷式
・ 支柱

・ 500×500
・ 　

寸法精度

フ リ ーアク セス フ ロ アス フ ロ ア の試験方法
　 ※標準仕様書20. 2. 2( 2) ( ｲ) ( a) ～( d) によ る 　 ・ 　

・ 　

　 　 　 　 ・ 鋼製（ 仕上げ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

備考

・ つり 戸棚

・ 水切り

・ 1200
・ 900 ・ 700

・ 500 市販品

・ 1200
・ 900
・ 600

ス テ ン レ ス 製
市販品　 － 　 －

形状　 　 　 　 ※図示　 　 ・ 　

品質・ 性能　 外観は、 J I S A 4420「 キ ッ チン 設備の構成材」 の4. 1 によ る 。
　 　 　 　 　 　 構成材は、 JI S A 4420の8 によ り 試験を行っ たと き 、 表1 の規定によ る 。

( 20. 3. 2～4)

( 20. 4. 2、 3)

３  グ レ ーチン グ ・ 鋼製 ( 21. 2. 1)

ﾋﾟ ｯﾁ
ﾒｲﾝﾊ゙ ｰ

（ 付着量）
亜鉛めっ き

形式 用途 適用荷重 上面形状

・ ロ ッ ク ウ ール化粧吸音板

・ グ ラ ス ウ ール吸音ボード 32K

・ ロ ッ ク ウ ール吸音ボード 1号

・ フ ラ ッ ト タ イ プ

・ 凹凸タ イ プ
　 （ ・ 12( 不燃) 　 ・ 15( 不燃) 　 ・ 　 　 ）

　 （ ・ 9( 不燃) 　  ・ 12( 不燃) 　 ・ 　 　 ）

・ 25（ ガラ ス ク ロ ス 包） 　 ・ 　

・ 25　 　 ・ 　

吸音材料

9. 5（ 不燃） 　 ・ 化粧無（ 下地張り 用）
　 　 　 　 　 　  ・ 化粧有（ ト ラ バーチン 模様）

12. 5（ ※不燃　 ・ 準不燃）

（ ト ラ バーチン 模様）
9. 5（ 準不燃）

12. 5（ 不燃）  幅440mm程度
模様( ・ 柾目　 ・ 板目) 専用下地材有り

・ 12. 5（ 不燃） 　 　 ・ 15（ 不燃）

9. 5

・ 12. 5（ 不燃） 　 　 ・ 15（ 不燃）

・ せっ こ う ボード 製品

・ 不燃積層せっ こ う ボード ( GB-NC)

・ せっ こ う ボード ( GB-R)

・ シージン グ せっ こ う ボード ( GB-S)

・ 強化せっ こ う ボード ( GB-F)

・ せっ こ う ラ ス ボード ( GB-L)

・ 化粧せっ こ う ボード ( GB-D) ( 木目)

・ 化粧せっ こ う ボード ( GB-D)

・ 普通合板 Ｇ

　 （ ※ﾗﾜﾝ程度　 ・ 　 　 　 　 ）
　 生地、 透明塗料塗り
表板の材種

　 不透明塗料塗り
　 （ ※し な 程度　 　 ・ 　 　 　 　 ）
板面の品質（ 　 　 　 　 ）
厚さ ( mm) （ 　 　 　 　 　 ）

・ 天然木化粧合板 Ｇ 化粧板の樹種名（ 　 　 　 　 　 ）
厚さ ( mm) （ 　 　 　 　 　 ）

・ 特殊加工化粧合板 Ｇ 化粧加工の方法（ ・ ｵ ﾊー゙ ﾚーｲ　 ・ ﾌﾟ ﾘﾝﾄ　 ・ 塗装）
表面性能（ 　 　 　 　 　 ） タ イ プ
厚さ ( mm) （ 　 　 　 　 　 ）

防虫処理　 ・ 行う 　 ・ 行わない　

防虫処理　 ・ 行う 　 ・ 行わない　

防虫処理　 ・ 行う 　 ・ 行わない　

合板

J I S K 6903によ る 厚さ （ ※1. 2　 ・ 　 　 　 ）

・ ポリ エス テル樹脂化粧板

・ メ ラ ミ ン 樹脂化粧板

化粧板

・

・・ 　

・ 　

・ 硬質ウ レ タ ン フ ォ ーム 断熱材

・ フ ェ ノ ールフ ォ ーム 断熱材

・ 断熱材現場発泡工法
　 　 断熱材の種類　 ・ A種1　 　 ・ A種1H

※断熱材打込み工法

・・ 　・ ビ ーズ法ポリ ス チレ ン フ ォ ーム断熱材

・ 押出法ポリ ス チレ ン フ ォ ーム 断熱材( ス キ ン 層なし )

種類 厚さ ( mm) 施工箇所

14 断熱材 Ｇ ( 19. 9. 2～4)

開口部等補修のための張付け用の接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞ ﾋﾄﾞ 放散量　 ※F☆☆☆☆　 ・ 　

・
　 ( ・ 2種bA　 　 ・ 3種bA　 　 ・ 3種bC　 　 ・ 3種bD )  

モルタ ル及びせっ こ う プラ ス タ ー面の素地ご し ら えの種別　 　 ・ Ａ 種　 　 ※Ｂ 種

せっ こ う ボード 面の素地ご し ら えの種別　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ Ａ 種　 　 ※Ｂ 種
コ ン ク リ ート 面の素地ご し ら え の種別　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ Ａ 種　 　 ※Ｂ 種

( 19. 8. 2、 3)

・

・・

・ ・

・ ・

・

・

・

・

・

壁紙の種類
施工箇所

塩化ﾋ゙ ﾆﾙﾌ゚ ﾗｽﾁｯｸ 無機質 そ の他織物紙

13 壁紙張り 壁紙のホルム ア ルデヒ ド 放散量　 　 ※F☆☆☆☆　 ・ 　

合板類の張付け　 ・ Ａ 種　 ・ Ｂ 種
せっ こ う ボード の目地工法等　 目地工法の種類　 ※仕上表によ る 　 　 ・ 　

突付け工法のエッ ジの種類

目透かし 工法のエッ ジ の種類

・ ベベルエッ ジ 　 　 　 ・ ス ク ェ ア エッ ジ

・ ベベルエッ ジ 　 　 　 ・ ス ク ェ ア エッ ジ

天井のボード 類( ロ ッ ク ウ ール吸音板を 除く ) の重ね張り を 行う 場合　 ※図示　 ・ 　

･不燃・ 準不燃・ 難燃

･不燃・ 準不燃・ 難燃

備考防火性能

ﾌｪﾉ ﾙーﾌｫ ﾑー断熱材、 保温剤又は接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 放散量　 　  ※F☆☆☆☆　 ・ 　

　 　 施工箇所　 　 　 ・ 図示　 　 ・ 　
　 　 吹付け 厚さ ( mm) 　 　 　

　 ・ ア ルミ ニ ウ ム  表面処理（ ※標準仕様書 表14. 2. 1によ る 種別（ 　 　 　 　 種） ）  

５  手すり

４  ト イ レ ブース ( 20. 2. 5)

・ ポリ エス テ ル樹脂系化粧板
・ メ ラ ミ ン樹脂系化粧板

表面材の種類

３  移動間仕切 ( 20. 2. 4)

パネル表面材

仕上げ材質

総厚さ
( mm)

圧接装置の

操作方法
操作方法構造形式 遮音性

・ 平行方向移動式
・ 二方向移動式

・ 手動式
・ 電動式
・ 部分電動式

・ プッ シ ュ 式
・ ハン ド ル式
・ 　

・ 鋼板
・ 　

・ 焼付塗装
・ 壁紙張り
・ 　

・ 36未満
・ 36以上

パネル表面仕上げの壁紙張り の品質、 性能は、 標準仕様書19章によ る 。
遮音性能は、 JI S A 6512に準拠し 、 中心周波数500Hzの音についての透過損失と する 。
ハン ガーレ ールの取付け下地の補強
　 ※取付け全重量の５ 倍以上の荷重に対し て、 使用上支障のない耐力及び変形量と
　 　 なる よ う に補強する 。
　 ・ 図示

( dB/500Hz)

パネルを ラ ン ナーに取り 付ける 部品 
　 ※ラ ン ナーに加わる 重量の5倍以上の荷重に耐えら れる も の
ハン ガーレ ール及びラ ン ナー 

パネル材料のホルム ア ルデヒ ド 放射量　 ※F☆☆☆☆　 ・ 　

・ 　
※幅木タ イ プ

・ ア ルミ ニウ ム 製
・ ス テ ン レ ス 製
・ 表面材と 同材

※製造所の標準仕様 ・ 標準
・ Ｒ タ イ プ

ド ア エッ ジの材質 ド アエッ ジ の形状脚部種類

手すり の握り 部分

材料の種類及び仕上げ
　 ・ SUS304　 表面処理　 ※HL程度　 　 ・ 　 　 　 　 　

材種　 ・ ス テ ン レ ス 製　 　 　 　 　 　 ・ 黄銅製押出型材 ( 20. 2. 7)６  階段滑り 止め
　 　 　 ・ アルミ ニウ ム 製押出型材　 ・ 　
形状　 ※タ イ ヤ型（ タ イ ヤの材質： ゴ ム 又は合成樹脂合等） 　 ・ タ イ ヤレ ス 製

取付け工法　 ※接着工法　 ・ 埋め込み工法　 ・ 　

端部の形状　 フ ラ ッ ト エン ド 　 ・ あ り 　 ・ なし
寸法( 幅) 　 ・ 35㎜程度　 　 ・ 40㎜程度　 　 ・ 50㎜程度

７  黒板及び
　  ホ ワ イ ト ボード  Ｇ ・ 黒板　 区分　 ※焼き 付け　 ・ 　

　 　 　 　 種類　 ・ ほう ろ う 　 ・ 鋼製　 　 ・ 　
　 　 　 　 色　 　 ※緑　 　 　 　 ・ 　

８  鏡
寸法（ mm）     ・ 図示        ・ 　
厚さ （ mm）     ※ 5          ・ 　

９  表示

( 20. 2. 9)

( 20. 2. 10)

( 20. 2. 11)衝突防止表示
・ 設置場所　 ※図示によ る

　  形状・ 寸法（ ・ 30Φ　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）
　  材質　 　 　 （ ・ ス テ ン レ ス 製　 ・ 塩ビ シート 　 ）
 ・ 設置し ない
 誘導標識、 非常用進入口等の表示　 　 ※消防法に適合する 市販品　 ・ 　
 室名札、 ピ ク ト グ ラ フ 、 案内板等の形状、 寸法、 材質、 色、 書体、 印刷等の種別、
 取付け 形式等( 案内用図記号はJ I S Z 8210によ る )
　  ※図示によ る

10 タ ラ ッ プ  材質及び仕上げ
 ・ SUS304（ ス リ ッ プ止め加工　 ※あり 　 　 ・ なし 　 ）  
 ・ 鋼製　   表面処理　 溶融亜鉛めっ き  
 （ ※標準仕様書表 14. 2. 2によ る 種別（ ※C種　 　 ・ 　 　 　 種） ）   

( 20. 2. 12)

( 20. 2. 13)
工法
適用安全使用温度  ・ 　 　

形式 ス ラ ッ ト の材種
操作
方法

ｽﾗｯﾄ幅
の材種
ﾎﾞ ｯｸｽ・ ﾚー ﾙ

取付箇所( mm)

・ 横形 ・ 手動 ※ギヤ式
・ コ ード 式
・ 操作棒式

※ア ルミ ニウ ム

・ 　

※25
・ 　

※鋼製
・ 　

・ 図示
・ 　

・ 縦形

・ 電動 　 －

・ 手動 ※２ 本操作ｺ ﾄー ﾞ 式
・ １ 本操作ｺ ﾄー ﾞ 式

・ アルミ ス ラ ッ ト
・ ク ロ ス ス ラ ッ ト

・  80
・ 100

・ 図示
・ 　

幅・ 高さ 　
操作方法の種類

　 合金製 Ｇ

11 煙突ラ イ ニン グ

12 ブラ イ ン ド

　 ※パネル重量の5倍の荷重を 、 パネル１ 枚に使用する ラ ン ナー数で除し た値に
　 　 対し て、 耐力及び変形量が使用上支障のな いも の

( 20. 2. 6)

　 　 　 色合等　 ・ 標準色（ 　 　 　 　 　 　 ） 　 　 ・ 特注色（ 　 　 　 　 　 　 ）

備考

・ ﾋﾞ ﾆﾙ製ﾊﾝﾄﾞ ﾚ ﾙー

材種 直径( mm) 取付箇所

・ 樹脂被膜ﾀｲﾌﾟ

・ 30程度・ 35程度 ・ 45程度

・ 30程度・ 35程度 ・ 45程度

・ 34φ

表面仕上げ

・ ｸﾘｱﾗｯｶ 　ー ・ 　

・

・

・ 集成材( 材種： 　 )

( 20. 2. 14)

　 ※鋼製ユ ニ ッ ト 煙突( 煙突用成形ラ イ ニ ン グ 材 ) 　 　

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ
　 合金製

　 ・ 鋼製　 　 表面処理　 溶融亜鉛めっ き （ ※標準仕様書 表14. 2. 2によ る 種別( 　 　 種) ）

　 ※標準仕様書20. 2. 2( 2) ( ｵ) ( a) ～( c) によ る 　 　 ・ 　
　 ・ 以下によ る

帯電防止性能
・ 評価値（ U） ≧0. 6以上
・ 評価値（ U） ≧1. 2以上　 　
感電防止性能
　 漏え い抵抗（ R） ≧1×10 Ω6

　 　 　 パネルの長さ の寸法精度（ 　 　 　 　 　 ）
　 　 　 パネルの平面形状（ 角度） の寸法精度（ 　 　 　 　 　 ）
　 　 　 フリ ーア ク セス フ ロ ア の高さ の寸法精度（ 　 　 　 　 　 ）

２  可動間仕切 ( 20. 2. 3)

( db/

ｽﾀｯﾄﾞ

構成基材の
種類

パネル

遮音性

500HZ)

・ 0
・ 12
・ 20
・ 28
・ 36

・ ス タ ッ ド 式（ 内蔵）
・ ス タ ッ ド 式（ 露出）
・ パネ ル式
・ ス タ ッ ド パネ ル式

・ 不燃

防火性能構造形式

パネル材料のホ ルム アルデヒ ド 放出量　 ※F☆☆☆☆　 ・ 　

　
・ 壁紙張り

　・ メ ラ ミ ン 樹脂焼付又は
ア ク リ ル樹脂焼付

パネル表面仕上げ

表面仕上材を 壁紙張り と する 場合の品質、 性能は標準仕様書19章によ る 。

パネル内に取付ける 建具　 ・ あ り （ ※図示　 　 ・ 　 　 　 ） 　 　 ・ な し

 8節 の建具用金物に対応する 材質と する 。
パネル内に取付ける 建具のド ア ク ロ ーザ、 丁番、 錠前、 上げ落し は、 標準仕様書 16章

・ 電動 －

　  Ｇ  と する

材料によ る 区分　 ※ア ルミ ニウ ム 及びアルミ ニウ ム 合金の押出し 成型材
　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ス テン レ ス 製
強さ によ る 区分　 ※10-90　 　 　 　 　 　  ・ 　
仕上げ　 　 　 　 　 ※ア ルマイ ト 　 　 　 　 ・ 　
形状　 　 　 　 　 　 ※角形　 　 　 　 　 　 　 ・ 　

　  及びカ ーテ ン ボッ ク ス
　 　 　 　 ・ ア ルミ ニウ ム 製　 押出し 型材（ 市販品）
　 　 　 　 　 　 種別（ 標準仕様書表14. 2. 1） 　 ・ BC-1種　 ・ BC-2種
　 　 　 　 　 　 色合い　 ・ 標準色（ 　 　 　 　 ） 　 ・ 特注色（ 　 　 　 　 ）

ポリ エス テル繊維又は植物を 原料と する 合成繊維を 使用する 場合は、 Ｇ  と する
暗幕カ ーテン の両端、 上部及び召合せの重な り 　 　 ※300mm以上　 　 ・ 　

・ シ ン グ ル
・ ダ ブル ・ 引分け

・ 片引き ・ 手引き

・ 電動

・ 図示
・ 　・ ひも 引き

( 暗幕)

品質、 特殊加工等
形式 開閉操作 ひだの種類 備考

・ つま みひだ
・ 箱ひだ、 片ひだ
・ ﾌﾟ ﾚ ﾝーひだ

生地の種別、 取付け
箇所

( 20. 2. 16)

生地の仕様　 　 消防法で定める 防炎性能の表示があ る も の

( 20. 2. 16)

13 ロ ールス ク リ ーン

14 カ ーテン

15 カ ーテ ン レ ール

16 ブラ イ ン ド ボッ ク ス

　 ア ルミ ス ラ ッ ト 　 焼付け塗装仕上げ
　 ク ロ ス ス ラ ッ ト 　 消防法で定める 防炎性能の表示がある 特殊樹脂加工

その他の材料　 ※ロ ールス ク リ ーン の製造所の仕様によ る 　 ・ 　

縦型ブラ イ ン ド のス ラ ッ ト の材質

( 20. 2. 15)
幅、 高さ 、 取付箇所　 　 　 ・ 図示　 ・ 　
操作方法　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ス プリ ン グ式　 ・ コ ード 式　 ・ 電動式

品質等　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　
材種　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ガラ ス 繊維製　 ・ 合成・ 天然繊維製

ス ク リ ーン の仕様
　 消防法で定める 防炎性能の表示があ る も の

ポリ エス テル繊維又は植物を 原料と する 合成繊維を 使用し た 製品を 使用する 場合 Ｇ  と する

　 ポリ エス テル繊維又は植物を 原料と する 合成繊維を 使用し た製品を 使用する 場合は

溝幅×深さ ( mm) 　 ・ 90×150　 ・ 120×80　 ・ 120×150　 ・ 150×80　 ・ 図示
材種　 　 ・ 集成材（ 仕上げ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 　
※ア ルミ ニウ ム 製

・ 600×600

・ 　

・ 一般形 ・ 屋内外用

・ 屋内用

・ 気密形

内枠外枠形式寸法

・ 450×450

材種

・ 額縁タ イ プ

・ 目地タ イ プ
・ 額縁タ イ プ

・ 目地タ イ プ

寸法 形式 備考材種

・ 450×450
・ 600×600
・ 　

・ 一般形
・ 密閉形

・ 屋内外用
・ 屋内用

・ 鍵付き・ アルミ ニウ ム 製
・ ス テン レ ス 製
・ 鋼製

密閉型と は、 ボルト 、 ナッ ト 等メ カ ニカ ル構造にパッ キ ン を 装着し たも のと する 。

備考防水性能耐火性能タ 　 イ 　 プ

・ 非耐火型
・ 耐火型

・ 無し
・ 有り

目地

目地材

目地寸法
( 幅mm×深さ mm)

・ 　
・ ｼー ﾘﾝｸﾞ 材（ 見え 掛かり 部のみ）

・ ｼー ﾘﾝｸﾞ 材（ 内外と も ）
・ ｼー ﾘﾝｸﾞ 材（ 見え掛かり 部のみ）

目地 内壁 外壁

目地材の材質は標準仕様書表9. 7. 1によ る 。

施工箇所　 ・ 図示　 　 　 ・ 　
形式　 　 　 ・ 差込式　 　 ・ 据置式　 　 ・ 壁張り 式

17 天井点検口

18 床点検口

19 耐震ス リ ッ ト

20 止水版

・ 垂直
・ 水平

方向

・ 25
・

幅( mm)

※完全（ 全貫通型）

・ ・
・ ス リ ッ ト 幅×深さ 10　 　 ・ ス リ ッ ト 幅×深さ 10　 　

ｸﾘｱﾗﾝｽ( mm）

外部は防水型と する 。

・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製
・ ｽﾃﾝﾚｽ製

・ 有り (  　 )
・ 無し

・
・ 150　
・ 100
・ 50 

エキ ス パン シ ョ ン ジョ イ ン ト カ バーには、 脱落防止措置を 講ずる 。

(  ) 階～(  ) 階
(  ) 階～(  ) 階

建築物間の

( 避難経路の床等)
　 ・ 　 　 以上
( その他)
　 ・ 　 　 以上

・ 有り (  　 )
・ 無し

耐火性能材質 階区分 変位追従性( mm) 断熱性能

・ 　
・ ス テン レ ス 鋼( SUS304) 製
・ 硬質ア ルミ ニウ ム 合金製
・ 塩化ビ ニル又はゴ ム 製

材種 受け枠 備考

・ 　
・ 硬質アルミ ニ ウ ム 合金
・ ス テ ン レ ス 製( SUS304)

Ｗ Ｄ Ｈ

寸法( mm)

・ 流し 台

・ コ ン ロ 台

材種 備考

・ 1800
・ 1500

・ 650
・ 600
・ 550 ・ 800

・ 850
天板ス テン レ ス 製
ト ラ ッ プ付き
市販品

・ 600 ・ 550
・ 600
・ 650

・ 620 市販品
バッ ク ガード 有り
天板ス テン レ ス 製

22 く つふき マッ ト

23 流し 台ユニッ ト

　  ・ ジ ョ イ ン ト 金物
21 エキ ス パン シ ョ ン

・ 可動式

・ 垂直降下式
　 （ 巻取り 型）

・ 回転降下式

種　 　 類 材　 　 質 高さ ( mm) 備　 　 考

（ 不燃認定品）
※不燃布

鋼板製又はア ルミ 製

・ 　
・ 800
※500

　 ・ 可動式（ 天井収納型）
　 ※固定式（ 壁埋込型）
ガイ ド レ ール

※500
・ 800
・ 　

表面仕上げ
　 ※天井材張り
　 ・

降下機構　 　 煙感知器連動及び手動開放装置（ 埋込型）

照明器具　 　 ※有り 　 　 ・ 無し
施錠　 　 　 　 ※有り 　 　 ・ 無し
製造所　 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

材質、 形状、 寸法　 　 　  ※図示　 　 ・ 　

34 屋外掲示板

35 収納家具

　 ※F☆☆☆☆　 　 ・ 　
材料のホ ルム ア ルデヒ ド 放散量

現場打ちの場合の鉄筋　 種類の記号　 ※SD295　 ・ 　

現場打ちの場合のコ ン ク リ ート 材料　

　 ス ラ ン プ( cm) 　  　 ※15又は 18　 　

　 種類　 　 　 　 　 　 　 ※普通コ ン ク リ ート

硬質ポリ 塩化ビ ニル管の継手に用いる 材料　 ※接着剤　 ・ ゴ ム 輪　

種類・ 記号

砂利地業に用いる 材料( 標準仕様書4. 6. 2( 1) )
　 ・ 再生ク ラ ッ シャ ラ ン  Ｇ 　 ・ 切込砂利　 ・ 切込砕石

　 ・ シルト 　 　 ・ 山砂　 　 ・ 川砂　 　 ・ 砕砂
砂地業に用いる 材料( 標準仕様書4. 6. 2( 2) )

基床の厚さ 及び種類　 　 ・ 図示　 　 ・ 　

側塊の形状及び寸法　 　 ・ 図示　 　 ・ 　

※図示　 ・ 　・ RS-VU Ｇ

※図示　 ・ 　

※図示　 ・ 　・ VU

※図示　 ・ 　・ VP・ 硬質ポリ 塩化ビ ニル管

・ 　
※図示　 ・ 　・ Ｂ 形管※外圧管（ 1種）

備考呼び径形状材種

・ 遠心力鉄筋コ ン ク リ ート 管

材料 ( 21. 2. 1、 2) ( 表21. 2. 1、 2)１  屋外雨水排水

排水桝が現場打ちの場合の足掛け金物
　 ※標準仕様書21. 2. 2( 6) ( ｵ)
　 ・ ス テン レ ス 製　 ・ 鋼製　 ・ 合成樹脂被覆加工さ れたも の

凍上抑制層に用いる 材料　 　 　 ・ 　
凍上抑制層の厚さ 　 　 　 　 　 　 ・ 図示　 　 　 ・ 　

（ 砂を 用いる 場合の粒度試験） ・ 行う 　 　 　 ・ 行わない

２  鋳鉄製ふた ( 21. 2. 1)鋳鉄製マン ホールふた

種類 鍵 備考

・ 水封形

・ 中ふた付き 密閉形
・ 密閉形( テ ーパ・ パッ キン 式)
・ 簡易密閉形( パッ キ ン 式)

左記以外の品質等は、

学会SHASE-S209によ る 。
( 公社) 空気調和衛生工

・ Ｔ －２ 用
・ Ｔ －６ 用
・ Ｔ －２ ０ 用
・ 　

・ 無し
・ 有り

適用荷重

・
　 ( テ ーパ・ パッ キ ン 式)

・ RF-VP Ｇ

排水桝、 ふたの種類　 　 ・ 図示　 　 ・ 　

　 設計基準強度　 　 　 ※18N/mm2　 ・ 　

形式

材種 形式 操作方法 固定方法 備考

・ 　
・ ア ルミ ニウ ム 合金製

・ 同一断面式
・ テーパー式

・ ロ ープ式
・ ハン ド ル式

・ バン ド 式
・ ベース 式
・ 埋込式

高さ ( m)

材種　 ・ ス テン レ ス 製（ SUS304) 　 ・ 　

材種 柱径、 肉厚( mm) 高さ ( mm)

・ 上下式鎖内蔵式
・ ス プリ ン グ 式
・ 標準品

・ 　
・ ス テ ン レ ス 製 ・ 　 ・ 　

フ ェ ン ス の種類　 ・ ビ ニル被覆エキ ス パン ド フ ェ ン ス
　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 樹脂塗装メ ッ シュ フ ェ ン ス
　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 鋼管フ ェ ン ス 　 　 ・ ア ルミ フ ェ ン ス
高さ 　 　 　 　 　 　 ・ 図示　 　 　 　 　 　 ・ 　

24 旗竿

25 旗竿受金物

26 車止めさ く

27 フ ェ ンス

　  コ ン ク リ ート コ ン ク リ ート の設計基準強度
　 ※水セメ ン ト 比55％以下、 単位セメ ン ト 量の最小値300kg/m３  を満足する 調合強度
　 ・ 図示
配筋
　 ※配筋を 定めた計算書を 監督員に提出する 。 　 ・ 図示
取付け方法
　 ※図示　 　 ・ 　

　  リ ート 間知ブロ ッ ク
　  積み

種類 備考

・ 間知石

・ コ ン ク リ ート
　 間知ブロ ッ ク

質量区分

・ 花こ う 岩
・ 凝灰岩

・ Ａ 　 ・ Ｂ 　

　 　 －　 　 －

　 　 －

28 プレ キャ ス ト

29 間知石及びコ ンク

積み方　 　 ※谷積み　 　 ・ 布積み
目塗り 　 　 ・ 図示　 　 　 ・ 　
伸縮調整目地　 　 　 材種　 　 　 ・ 図示　 　 　 ・ 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 厚さ 　 　 　 ・ 図示　 　 　 ・ 　

材種

奥行き ( mm) 　 ・ 約450　 ・ 約600
材種　 　 　 　 ・ メ ラ ミ ン 樹脂化粧板張り （ 芯材： 集成材） 　 ・ 人工大理石

種　 類 規　 格　 等 JI S によ る 種類

・ 鋼製書架

・ 鋼製物品棚

・ １ 種　 ・ ２ 種　 ・ ３ 種

・ ４ 種　 ・ ５ 種　 ・ ６ 種　 ・ 　

J I S S 1039の規格によ る

表面の材質　 ※塩ビ 発泡シート 張り 　 　 ・ 　
枠の材質　 　 ※ア ルミ ニウ ム 製　 　 　 　 ・ 　

30 鋼製書架及び物品棚

31 屋内掲示板

32 洗面カウ ン タ ー

・ 固定式

※網入り 磨板ガラ ス
・ 線入り 磨板ガラ ス

※6. 8
・ 　

※500
・ 　

アルミ 製枠付き

材　 　 質 厚さ ( mm) 高さ ( mm) 備　 　 考

33 防煙垂れ壁

・ 受枠付き 、

・ 　
　 ボルト 固定

・ 溝ふた ( 横断用)
・ 溝ふた ( 側溝用)

・ Ｕ 字溝用

・ 凹凸形・ 歩行用 ・ 細目 ・ （ 　 　 　 　 ）

・ 　
・ 平形・ T-2用

・ T-6用
・ T-14用
・ T-20用
・ 　

・ 普通目
・ 細目

・ （ 　 　 　 　 ）

・ 　・ 　

・ ス テン レ ス 製

ﾋﾟ ｯﾁ
ﾒｲﾝﾊ゙ ｰ

（ 付着量）
亜鉛めっ き

形式 用途 適用荷重 上面形状

・ 受枠付き 、
　 ボルト 固定
・ 　

・ 溝ふた( 横断用)
・ 溝ふた( 側溝用)

・ Ｕ 字溝用

・ 歩行用 　 － ・ 凹凸形
・ 　

・ 　
・ T-20用
・ T-14用
・ T-6用
・ T-2用 　 － ・ 平形

・ 　

・ 桝ふた

・ 桝ふた

・

・

現場打ちの場合の鉄筋　 種類の記号　 ※SD295　 ・ 　

現場打ちの場合のコ ン ク リ ート 材料　

　 ス ラ ン プ( cm) 　  　 ※15又は 18　 　

　 種類　 　 　 　 　 　 　 ※普通コ ン ク リ ート

　 ・ 再生ク ラ ッ シャ ラ ン  Ｇ  ・ 切込砂利　 ・ 切込砕石

砂地業に用いる 材料

砂利地業の厚さ 　 　 　 　 　 ※100( mm)  　 ・ 図示

砂利地業に用いる 材料
　 ・ シルト 　 　 ・ 山砂　 　 ・ 川砂　 　 ・ 砕砂

種類 形状、 寸法

 ・ 図示　 　 ・ 　

 ・ 図示　 　 ・ 　

 ・ 図示　 　 ・ 　

 ・ 図示　 　 ・ 　

 ・ 図示　 　 ・ 　

・ Ｌ 形側溝

・ Ｕ 形側溝

・ Ｕ 形側溝ふた

・ 　

・ 縁石

( 21. 3. 1、 2) ( 表21. 3. 1)４  街き ょ 、 縁石、 側溝

（ 砂を 用いる 場合の粒度試験） ・ 行う 　 　 　 ・ 行わない
凍上抑制層に用いる 材料　 　 ・ 　

・ B種 　 　 　 　 ( 21. 2. 1) ( 表3. 2. 1)５  埋戻し

１  路床 路床の材料

・ 盛土

種別 材料 厚さ ( mm)

・ 凍上抑制層

・ フ ィ ルタ ー層

・ 建設汚泥から 再生し た処理土 Ｇ
・ Ａ 種　 ・ Ｂ 種　 ・ Ｃ 種　 ・ Ｄ 種 ・ 図示

・ 　

・ 　

・ 再生ク ラ ッ シャ ラ ン  Ｇ 　 ・ ク ラ ッ シャ ラ ン
・ 　
・ 図示

・ 　 ・ 　
・ 図示

( 22. 2. 2、 3～5) ( 表22. 2. 1)

・ 切込み砂利　
・ 砂（ 標準仕様書表21. 2. 2によ る ）  

・ 川砂、 海砂、 良質な 山砂（ 75μmふる い通過量6％以下）

（ 凍上抑制層に用いる 材料に砂を 用いる 場合の粒度試験 ） ・ 行う 　 ・ 行わな い

　 設計基準強度　 　 　 ※18N/mm2　 ・ 　

パネル材料のホルム ア ルデヒ ド 放射量　 ※F☆☆☆☆　 ・ 　

・ ホ ワ イ ト ボード （ 　 W1800×H1200　 ）

取付箇所（ 　 脱衣室・ 更衣室( W) 　 ）

・ 平織
・ 遮光

・ 1350

・ 750

・ 　 脱着式 ・ 標準品 ・ ス テ ン レ ス 製 ・ 650・ 60. 5φ 3mm

・ 850

・ 375

・ １ 段式　 ・ ２ 段式　

・ 防炎

20
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図面No.工事名称

図面名称

課長 副課長 主幹 主査 担当 日付

改訂

20xx. xx. xx

R6. 7( Ver . R6-1)
AA-6

新座市消防団第二分団車庫建替工事

建築工事特 記仕様書６

２  路盤

３  ア ス フ ァ ルト 舗装

４  コ ン ク リ ート 舗装

５  カ ラ ー舗装 ・ 加熱系カ ラ ー舗装 ( 22. 6. 2～4)
　 　 構成及び厚さ 　 　 ※図示　 　 ・ 　
　 　 加熱系混合物の結合材
　 　 　 ・ ア ス フ ァ ルト 混合物
　 　 　 ・ 石油樹脂系混合物　 　 顔料の添加量（ 　 　 　 　 %）
　 　 添加材
　 　 　 着色骨材　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
　 　 　 自然石　 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
・ 常温系カ ラ ー舗装

　 　 着色部の下部　 ・ ア ス フ ァ ルト 舗装　 ・ コ ン ク リ ート 舗装

　 　 工法　 　 　 　 　 ・ ニート 工法（ 配合その他： 　 　 　 　 　 　 　 )

　 　 舗装の平たん性
　 　 　 ※通行の支障と なる 水た ま り を 生じ ない程度　 ・ 　

セメ ン ト ミ ルク の種類
普通タ イ プ
早強タ イ プ
超速硬タ イ プ 約 3 時間

約 1 日
約 3 日

養生期間

　 浸透用セメ ン ト ミ ルク の施工は、 ( 1) から ( 5) によ る 。
  ( 1)  浸透用セメ ン ト ミ ルク の製造は、 一般に移動式ミ キ サによ っ て行う が、 工事規

  ( 2)  浸透用セメ ン ト ミ ルク の施工は、 一般に舗装体表面の温度が50℃程度以下に
      なっ てから 行う 。 その場合、 舗装体にごみ、 泥、 水な ど が残っ ていないこ と
　 　 　 を 確認する 。 浸透作業は、 一般に振動ロ ーラ 等によ り 行う 。
　 ( 3)  セメ ン ト ミ ルク が舗装表面に残っ ている と 、 路面のすべり 抵抗値を 低下さ せ
　 　 　 る こ と があ る ので、 舗装表面の骨材の凹凸が現れる 程度にセメ ン ト ミ ルク を
　 　 　 ゴ ム レ ーキ 等で除去する 。 特にすべり 止め対策を 必要と する と こ ろ は、 硅砂
　 　 　 の使用及び余剰セメ ン ト ミ ルク のよ り いっ そう の除去等、 材料や施工法等で
　 　 　 対処する か、 場合によ っ ては施工後ショ ッ ト ブラ ス ト 等で表面を 粗く する こ
　 　 　 と が必要であ る 。
  ( 4)  交通開放ま での一般的な養生期間は、 下表に示すと おり であ る 。

  ( 5)  浸透用セメ ン ト ミ ルク を 注入する 前に交通開放する と 、 骨材の剥奪や飛散、
　 　 　 ま た はご み、 泥等によ る 汚れが生じ る こ と がある ので、 基本的には注入前に
　 　 　 交通開放を 行わな いよ う にする 。

舗装の平たん性　 　 　 ※通行の支障と なる 水た ま り を 生じ な い程度 
舗装厚さ の許容差　 　 ※標準仕様書 22. 4. 2( 3)  によ る
締固め度　 　 標準仕様書22. 4. 2( 2) によ る

  　 　 模が大き い場合には専用の移動式や固定式の混合プラ ン ト を 用いる こ と も ある 。

　 30　

　 20

100　

砂 

　 川砂、 海砂又は良質な山砂

・ 歩行者用通路

・ 車路、 駐車場

（ 75μmふる い通過量6％以下）

区分 部位 種類厚さ ( mm)

敷砂層

フ ィ ルタ ー層

・ 不織布（ ジオテキ ス タ イ ル）
　 敷設位置　 　 　 ※図示

　 仕上り 面の平たん性　 　 ※歩行に支障と なる 段差がないも のと し 、 ブロ ッ ク 間の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 段差は3mm以内と する 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・  

　 ク ッ ショ ン 材　 ※砂　 　 　 　 ・ 空練り モルタ ル
　 仕上り 面の平たん性　 　 ※歩行に支障と なる 段差がないも のと し 、 舗石間の段差は
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3mm 以内と する 。

10 砂利敷き

11 路面標示用塗料

※３ 種１ 号

・ １ 種 Ｇ

・ ２ 種 Ｇ

常温

加熱

溶融

液状

粉体状

・ 白

・  

・ 150

・ 100

・ 1. 0

・  

種類 施工 適用 色 幅( mm) 塗布厚さ ( mm)

( 22. 9. 2) ( 表22. 9. 1)

１  植栽地の確認等 ( 23. 1. 3)

種別

　 ・ Ｂ 種（ 施工範囲： ・ 図示　 　 ・ 建物周囲他　 　 ・ 　 　 　 　 　 ）
　 ・ Ａ 種（ 施工範囲： ・ 図示　 　 ・ 通路　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

路面標示用塗料は J I S K 5665 によ る 。

Ｇ  低揮発性有機溶剤型の路面標示用水性塗料

土壌の水素イ オン 濃度（ pH） 試験　 　 ・ 行う 　 　 ・ 行わない
電気伝導度（ EC） の試験　 　 　 　 　 　 ・ 行う 　 　 ・ 行わない

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ・  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 塗布工法　 （ 配合その他： 　 　 　 　 　 　 　 )

・ 路床安定処理
　 安定処理の方法　 ・ 安定処理工法　 ・ 置き 換え 工法
　 　 添加材料によ る 安定処理
　 　 　 種類　 　 ・ 普通ポルト ラ ン ド セメ ン ト 　 　 ・ 高炉セメ ン ト Ｂ 種 Ｇ
　 　 　 　 　 　 　 ・ フ ラ イ ア ッ シ ュ セメ ン ト Ｂ 種
　 　 　 　 　 　 　 ・ 生石灰（ ・ 特号　 ・ 1号）  　 　 ・ 消石灰（ ・ 特号　 ・ 1号）
　 　 　 添加量　 ・ 　 　 　 　 　 　 kg/m３ （ 目標CBR　 ・ 3以上　 ・ 　 　 　 　 ）

・ 不織布（ ジオテキ ス タ イ ル）
　 　 単位面積質量　 　 　 　 ・ 60g/㎡以上　 　 ・ 　
　 　 厚さ ( mm) 　 　 　 　 　 　 ・ 0. 5～1. 0　 　 　 ・ 　
　 　 引張強さ 　 　 　 　 　 　 ・ 98N/5cm（ 10kgf /5cm） 以上　 ・ 　
　 　 透水係数　 　 　 　 　 　 ・ 1. 5×10－1cm/sec以上　 　 　  ・ 　

試験
　 砂の粒度試験　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 行う 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 行わない
　 路床土の支持力比（ Ｃ Ｂ Ｒ ） 試験　 ・ 行う （ 　 　 箇所） 　 　 ・ 行わない
　 現場Ｃ Ｂ Ｒ 試験　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 行う （ 　 　 箇所） 　 　 ・ 行わない
　 安定処理土のＣ Ｂ Ｒ 試験　 　 　 　 　 ・ 行う 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 行わない
　 路床締固め度の試験　 　 　 　 　 　 　 ・ 行う （ 　 　 箇所） 　 　 ・ 行わない
　 六価ク ロ ム 溶出試験　 　 　 　 　 　 　 ・ 行う 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 行わない

路盤及び厚さ 　 　 ・ 図示　 　 ・ 　 ( 22. 3. 2、 3) ( 表22. 3. 1)
路盤材料（ 標準仕様書 表22. 3. 1によ る 種別）

種　 別

・ ク ラ ッ シャ ラ ン
砕　 石

・ 粒度調整砕石

・ 再生ク ラ ッ シャ ラ ン  Ｇ
再生材

・ 再生粒度調整砕石 Ｇ

・ ク ラ ッ シ ャ ラ ン 鉄鋼ス ラ グ  Ｇ

・ 粒度調整鉄鋼ス ラ グ Ｇ

・ 水硬性粒度調整鉄鋼ス ラ グ  Ｇ

ア ス フ ァ ルト 舗装の構成及び厚さ 　 　 ※図示　 　 ・ 　 ( 22. 4. 2～4、 6) ( 表22. 4. 1、 4)
材料及び種類
　 ア ス フ ァ ルト 　 ・ 再生ア ス フ ァ ルト  Ｇ 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 標準仕様書 表22. 4. 1によ る 種類：  ・ 60～80　 　 ・ 80～100）
　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ス ト レ ート アス フ ァ ルト
　 骨材　 　 　 　 　 ・ 道路用砕石
　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ア ス フ ァ ルト コ ン ク リ ート 再生骨材 Ｇ
加熱アス フ ァ ルト 混合物等の種類
　 ・ 密粒度アス フ ァ ルト 混合物（ １ ３ ）
　 ・ 細粒度アス フ ァ ルト 混合物（ １ ３ ）
　 ・ 密粒度アス フ ァ ルト 混合物（ １ ３ Ｆ ）
試験
　 ア ス フ ァ ルト 混合物等の抽出試験　 　 ・ 行う 　 　 ・ 行わない
舗装の平たん性
　 ※通行の支障と なる 水たま り を 生じ ない程度　 ・ 　

構成及び厚さ ( 22. 5. 2～4) ( 表22. 5. 1～3)

舗装の種類 部位 構成 厚さ ( mm)

・ 車路、 駐車場 ※図示　 ・ 図示
コ ン ク リ ート 舗装

・ 歩行者用通路 ※図示　 ※70 　 　 ・ 　

材料
　 コ ン ク リ ート 　
　 　 ※普通コ ン ク リ ート 　 標準仕様書表22. 5. 1によ る 　 ・ 　
　 　 ・ 以下によ る
　 　 　 　 コ ン ク リ ート の種類　 　 ・ 　
　 　 　 　 設計基準強度( N/mm2) 　  ・ 　
　 　 　 　 所定のス ラ ン プ( cm) 　 　 ※8　 　 ・ 　
　 　 　 　 粗骨材の最大寸法( mm) 　 ・ 　
　 早強ポルト ラ ン ド セメ ン ト 　 　 ・ 使用する 　 　 　 ・ 使用し ない
　 注入目地材料　 　 　 　 　 　 　 　 ※低弾性タ イ プ　 ・ 高弾性タ イ プ　
目地
　 種類　 　 ※標準仕様書表22. 5. 3によ る 　 　 ・ 　
　 間隔　 　 ※標準仕様書表22. 5. 3によ る 　 　 ・ 　 　 　 m程度ご と
　 構造　 　 ※標準仕様書図22. 5. 1によ る 　 　 ・ 図示
舗装の平たん性
　 ※通行の支障と なる 水たま り を 生じ ない程度　 ・ 　

配合
　 半たわみ性舗装用アス フ ァ ルト 混合物の標準配合

ふる いの呼び名 ふる い通過質量百分率（ ％）
19. 0　 mm
13. 2　 mm
4. 75　 mm
2. 36　 mm
600　 μm
300　 μm
75 　 μm

ア ス フ ァ ルト 量（ ％）

100
95～100
10～ 35
 5～ 22

 3～ 12
 1～  6
 3～  4. 5

半たわみ性舗装用ア ス フ ァ ルト 混合物のマーシャ ル安定度試験に対する 基準値

項目 基準値

1. 9以上

2. 94以上

20～40

20～28

50

施工

突固め回数（ 回）

空隙率　 　 （ ％）

フ ロ ー値　  ( 1/100cm)

安定度　 　 （ kN)

密度　 　 　 （ g/cm３ ）

 4～ 15

  半たわみ性舗装用ア ス フ ァ ルト 混合物等の施工は、 標準仕様書22. 4. 5によ る 。

８  弾性舗装 弾性舗装（ 歩行者用通路） の構成及び厚さ 　 ※図示　 　 ・ 　

30

表層

基層

弾性舗装材

再生密粒度アス フ ァ ルト 混合物（ 13）

15～20

種類 厚さ ( mm)区分

加熱ア ス フ ァ ルト 混合物は、 アス フ ァ ルト 舗装によ る

９  ブロ ッ ク 系舗装 ( 22. 8. 2、 3)
　 ※図示　 　 ・ 　

種類 寸法( mm) 厚さ ( mm) 目地材 備考

・ 保水性平板（ Ｍ）
・ 透水平板（ Ｐ ）
※普通平板（ Ｎ ）

・ 　
※300角 ※60

・ モルタ ル
※砂

・ たたき 出し
・ 洗い出し
・ 研ぎ出し
表面加工

・ 　

敷砂層 ・ 砂
・ 空練り ﾓﾙﾀﾙ

種類

・ 透水性ブロ ッ ク ( Ｐ )

・ 保水性ブロ ッ ク ( Ｍ)

厚さ
( mm)

曲げ強度 横断面
勾配 目地材

色彩、 表面加工

・ 　

・ 標準品

備考

※普通ブロ ッ ク ( Ｎ )

・ 透水性ブロ ッ ク ( Ｐ )

・ 保水性ブロ ッ ク ( Ｍ)

※普通ブロ ッ ク ( Ｎ )

80 2％ 砂

1. 5～2％60

( N/mm２ )

車路、

駐車場

歩行者

用通路

部位
寸法
形状

・ 図示

・ 　

・ 図示

・ 　

　 ク ッ ショ ン 材　 　 ※砂　 　 ・ 空練り モルタ ル

　 透水平板はＧ （ 透水性コ ン ク リ ート ） と する 。

　 仕上り 面の平たん性　 　 ※歩行に支障と なる 段差がないも のと し 、 コ ン ク リ ート
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 平板間の段差は3mm以内と する 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・  

　 歩行者用通路に使用する 普通ブロ ッ ク は Ｇ （ 再生材料を 用いた舗装用ブロ ッ ク ） 、
　 透水性ブロ ッ ク は Ｇ （ 透水性コ ン ク リ ート ） と する 。

　 ク ッ ショ ン 材　 　 ※砂　 　 ・ 空練り モルタ ル

・ コ ン ク リ ート 平板舗装 Ｇ

・ イ ン タ ーロ ッ キン グ ブロ ッ ク 舗装 Ｇ  

※5. 0

※3. 0

　 普通平板はＧ （ 再生材料を 用いた舗装用ブロ ッ ク ） 、

　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 敷砂層と 路盤の間に敷設   ・ フ ィ ルタ ー層と 路床の間に敷設

　 引張強さ 　 　 　 ・ 98N/5cm( 10kgf /5cm) 以上　  ・ 　
　 厚さ ( mm) 　 　 　 ・ 0. 5～1. 0　 　 　 　 　 　 　 　  ・ 　

　 透水係数　 　 　 ・ 1. 5×10－１ cm/sec以上　 　 　 ・ 　
　 舗装の割付（ 車路、 駐車場）
　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ヘリ ン ボン ボン ド ( 45°) 　  ・ ヘリ ン ボンボン ド ( 90°)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 間の段差は3mm 以内と する 。
　 仕上り 面の平たん性　 　 ※走行、 歩行に支障と なる 段差がな いも のと し 、 ブロ ッ ク

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・  

種類

・  
・ 割石・ 図示 
・ 　

・  
・  
・ う ろ こ 張り

基層
厚さ
( mm)

形状・ 寸法
( mm)

基層の厚さ
( mm)

・ 花こ う 岩

※70　 ・ 　・ ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

※70　 ・ 　・ ｺﾝｸﾘ ﾄー版

・ 舗石舗装

張り 方

　 単位面積質量　 ・ 60g/㎡以上  　 　 　 　 　 　  ・ 　

２  植栽基盤の整備

・ 樹木

工法 有効土層の厚さ ( cm)植栽 整備範囲 土壌改良材

※芝、 地被類

・ 適用する
・ 適用し ない

・ 葉張り 部分

・ 図示
・ 　

※Ａ 種
・ Ｂ 種
・ Ｃ 種
・ Ｄ 種

樹高12ｍ 以上
（ ※100　 ・ 120　 ・ 150）
樹高7ｍ 以上～12ｍ 未満
（ ※80 　 ・ 100）
樹高3ｍ 以上～7ｍ 未満
（ ※60 　 ・ 80）
樹高3ｍ 未満
（ ※50　 　 ・ 60）

・ 適用する
・ 適用し ない

・ 植栽部分
・ 図示
・ 　

※Ｂ 種
・ 　

※20
・ 　

　 　 施工箇所　 　 ※植栽範囲　 　 ・ 図示
　 ・ バーク 堆肥 Ｇ

　 　 使用量　 　 　 植栽基盤面積１ ㎡あ たり （ ・ 50L　 　 ・ 　 　 　 　 ）
　 ・ 汚泥発酵肥料（ 下水汚泥コ ン ポス ト ） Ｇ
　 　 施工箇所　 　 ※植栽範囲　 　 ・ 図示
　 　 使用量　 　 　 植栽基盤面積１ ㎡あ たり （ ・ 10L　 　 ・ 　 　 　 　 ）

( 23. 3. 2)

( 23. 2. 2)

( 23. 2. 3)

( 23. 2. 3)

・ 植栽帯部分

３  植込み用土

４  土壌改良材

　 　 材料
　 　 　 「 金属等を 含む産業廃棄物に係る 判定基準を 定める 省令」 の別表第一の基準に
　 　 　 適合する 原料を 使用し た も ので、 植害試験の調査の結果、 害が認めら れないも
　 　 　 のと する 。

　 ・ 現場発生土の良質土　 ・ 客土　 ・ 　 　 　 　

　 種類及び指定量等 

植栽基盤の排水設備　 　 ・ 設ける （ ※図示　 　 ・ 　 　 　 　 　 ） 　 　 ・ 設けな い

樹種、 寸法、 株立数等　 　 ※図示　 　 ・ 　

( 23. 3. 2、 3)

( 23. 3. 2)

( 23. 4. 2、 3)

( 23. 4. 2)

※洋芝類（ 採取後２ 年以内）

・ 　

※発芽率80％以上

種子の量（ g/㎡）発芽率 備考種子の種類

( 23. 4. 2)

・ 　

芽立数樹種 コ ン テナ径 単位面積当たり のコ ン テ ナ数

・ 　 ・ 　 ・ 　 ・ 　

( 23. 5. 2～4)

( 23. 3. 4、 6) ( 23. 4. 7) ( 23. 5. 5)

防腐処理方法　 　 ※加圧式防腐処理丸太材　 　 ・ 　
形式　 　 　 　 　 　 ・ 図示　 　 ・ 　

支柱材　 　 　 　 　 ※丸太（ 間伐材） Ｇ 　 　 　 　 ・ 真竹　 　 ・ 　

材料　 　 ※幹巻き 用テープ　 　 ・ わら 及びこ も 　 　 ・ 　

種類　 　 ※コ ウ ラ イ シバ　 　 ・ ノ シバ　 　 ・ 　
芝張り の工法
　 平地　 　 ※目地張り 　 　 ・ べた 張り

新植樹木（ 芝張り 、 吹付けは種及び地被類を 含む） の枯補償の期間

移植樹木の枯損処置を 行う 期間

植栽基盤及び材料

　 ※引渡し の日から １ 年　 　 ・ 無し 　 　 ・ 　

　 ※引渡し の日から １ 年　 　 ・ 無し 　 　 ・ 　

・ 屋上緑化シス テム   
　 　 土壌層の厚さ 　 　 ・ 図示　 　 　 ・ 　
　 　 排水層　 　 　 　 　 ・ 軽量骨材（ 層の厚さ ：         ）     ・ 板状成型品
　 　 植込み用土 　 　  ※改良土　 　 ・ 人工軽量土

　 　 見切り 材、 舗装材、 排水孔、 マルチン グ材等　 　 　 　 　 　 　 ※図示　 　 ・ 　

　 法面　 　 ・ 目地張り 　 　 ※べた 張り 法面

　 　 樹木、 芝及び地被類の樹種又は種類、 寸法、 株立数等　 　 　 ※図示　 　 ・ 　  

工法
　 「 屋根ふき 材及び屋外に面する 帳壁の風圧に対する 構造耐力上の安全性を 確かめる た め
　 の構造計算の基準を 定める 件」 （ 平成12年5月31日　 建設省告示第1458号） に基づく
　 風圧力に対応し た工法
　 　 ・ 図示によ る

　 支柱　 　 　 　 　 ・ 設置する （ 形式　 ・ 図示　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）
　 かん水装置　 　 ・ 設置する （ 種類　 ・ 　 　 　 　 　 　 ） 　

５  樹木

６  支柱

７  幹巻き 用材料

８  芝

９  吹付け は種

10 地被類

　  芝等の枯補償
11 新植、 移植樹木、

12 屋上緑化 Ｇ

版厚の20倍程度目地の間隔

最大粒径　 ( mm) 13
20以上

1×10－２ 以上透水係数　 ( cm/s)
空隙率　  （ ％）

　 コ ン ク リ ート 舗装に対する 基準値
・ 透水性コ ン ク リ ート 舗装 ( 22. 5. 2～4、 6)

項目 基準値

( 22. 7. 2、 3、 6)

材料
　 骨材　 　 ・ 道路用砕石

　 　 　 　 　 　 （ 標準仕様書 表22. 4. 1によ る 種類：  ・ 60～80　 　 ・ 80～100） 　
　 　 　 　 　 ・ アス フ ァ ルト コ ン ク リ ート 再生骨材 Ｇ 　

舗装の平たん性　 ※著し い不陸がないも の　 ・ 　
試験
　 開粒度アス フ ァ ルト 混合物等の抽出試験　 ・ 行う 　 ・ 行わない

・ 不織布（ ジオテキ ス タ イ ル）
　 構成、 厚さ はコ ン ク リ ート 舗装によ る

　 敷設位置　 ※フ ィ ルタ ー層と 路床の間の敷設　 　 ・ 図示

・ 透水性コ ン ク リ ート 平板舗装
　 透水性コ ン ク リ ート 平板舗装は、 ブロ ッ ク 系舗装によ る

( 22. 8. 2、 3)

・ 透水性イ ン タ ーロ ッ キ ン グ ブロ ッ ク 舗装
　 透水性イ ン タ ーロ ッ キ ン グ ブロ ッ ク 舗装は、 ブロ ッ ク 系舗装によ る

( 22. 8. 2、 3)

試験
　 半たわみ性舗装用ア ス フ ァ ルト 混合物等の抽出試験　 　 ・ 行う 　 　 ・ 行わな い

区分

表層

厚さ ( mm)

40

基層 再生粗粒度アス フ ァ ルト 混合物( 20) 40

材料
　 浸透用セメ ン ト ミ ルク の標準的な 性状

項目 性状
フ ロ ー値( Pロ ート ) 砂

圧縮強度( ７ 日養生) 　 MPa
10～14

9. 8～29. 4
曲げ強度( ７ 日養生) 　 MPa 2. 0以上

試験方法
舗装調査・ 試験法便覧（ C041）
J I S R 5201
舗装調査・ 試験法便覧（ C042）

半たわみ性舗装用ア ス フ ァ ルト 混合物Ⅰ型( 13)

７  半たわみ性舗装
種類

６  透水性舗装 ・ 透水性ア ス フ ァ ルト 舗装
舗装の構成及び厚さ 　 　 ※図示　 　 ・ 　

出典： 構内舗装・ 排水設計基準の資料（ H27） 、 舗装施工便覧（ H18）
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